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つながるひと
まちぶんか

下地めう

地下街は、車が通らないし、信号もない。明るくて安全だし、夏も冬も快適で雨が降らない。だから梅田周辺を歩くときには、ついつい地下に潜ってしまいます。
それもあってか、梅田は地上のビルよりも地下街の印象が強いです。とはいっても、「地下街って何があるの？」とあらためて聞かれると、特にこれといった
ものが思い浮かびません。でも冷静に考えると、地下は地上と違ってさまざまな制約があるので、地下に「まち」をつくるのは大変なことなんですよね。そ
れを感じさせないこと自体が、じつは「何があるの？」に当てはまるのではないかと思います。今回の取材を通じて、地下街にはさまざまな工夫があること
を知ることができました。そして、知ることによって地下街の見方が変わってきました。ほんの一部しか紹介できませんでしたが、つひまぶを通じて、みな
さんの地下街の見方が変わればうれしいです。そして、地下街も北区の魅力のひとつとして感じていただければと思います。（Ta-yang） http://tsuhimabu.blogspot.jp

「つひまぶ」
ブログ

毎週月・木

更新♥

「つひまぶ」では、編集メンバーを随時募集しています。興味がある方は、Facebookにてご連絡いただくか、大阪市北区役所地域課区民協働担当（tel. 06-6313-9743）までご連絡ください。

つひまぶ ジャンルを超えた 10人の作家による、
大阪を描いた作品が収録されたアン
ソロジー。有栖川有栖が、愛情たっ
ぷりにセレクトしている。なかでも、
堀晃の SF 作品「梅田地下オデッセ
イ」は梅田の地下街を舞台にした、
まさにうめ地下な作品。長らく絶版
になっていたが、このアンソロジー
に収録されて、気軽に読めるように
なった。
梅田の広大な地下街が何者かによっ
て閉鎖空間になってしまったら…と
いう物語。その場に閉じ込められた

主人公を含む人々が、生存のための
闘いをはじめる。閉鎖は数ヶ月に及
んだため、奪い合いの闘争から自主
的な自治まで、さまざまなことが起
こり、まさにリアル陣取りゲームが
展開される。百貨店に食料拠点を持
つ北部の阪急グループ、西部の阪神
グループ、そして食料拠点がないな
がらも警察所有の武器を手に略奪を
繰り返す東部の曽根崎グループなど、
シャッター・防火扉が閉まり迷路と
化した地下街で生き残りをかけて繰
り広げられる抗争は、迷宮をさらに

カオス化させる。
1978 年当時の梅田の地下街が舞台な
ので、まだ、ディアモールもイーマも
堂島アバンザもヒルトンプラザもない。
それでも、すでに梅田はダンジョン化
していて、それを詳細に描く作家の筆
致は偏執狂的だ。読み進めるほどに頭
が混乱してくること必至の一冊となっ
ている。作家自身の手による当時の地
下街マップ付きなので、貴重な資料で
あるとともに、梅田の地下を知らない
人でも楽しめる作品。

（ルイス）

「大阪ラビリンス」編：有栖川 有栖　（新潮文庫）

ありそうでなさそうな、大阪地下街のガイ
ド本。うめ地下（ホワイティうめだ・ドー
ジマ地下センター）のみならず、なんばウ
ォーク、NAMBA なんなん、あべちか、京
橋コムズガーデンも。
大阪出身の作家・柴崎友香による巻頭エッ
セイほか、ケンドーコバヤシによる地下街
グルメ紹介、NMB48 が巡る地下街ショッ
ピング、B 級ネタを得意とする放送作家・
吉村智樹の地下街探訪など、さまざまな視
点で大阪の地下街を紹介した本。
各地下街担当者へのインタビューや、半世
紀前のオープン当時の写真、歴代のバーゲ
ン告知ポスター画像なども収録された、充
実の一冊。（ルイス）

上空へ地下へ、縦方向にレイヤーを重ねる
梅田は、高度成長期に少年向け雑誌で描か
れた未来予想図の具現化なのかもしれない。
本書では、近代社会がどのような未来都市
を夢見てきたのかが、豊富な事例とともに
紹介されている。大阪、愛知、上海の３つ
の万博を狂言まわしとし、建築家のみならず、
アーサー・C・クラークから池上永一まで、
手塚治虫から大友克洋まで、「猿の惑星」か
ら「20 世紀少年」まで、岡本太郎からヤノ
ベケンジまで、サイバースペースからナノ・
テクノロジーまで、サブカルチャーにも目
配せをしながら、近現代史を生きる人々が、
どのような未来都市を夢想してきたのかが
網羅的に紹介されている。（ルイス）

「大阪地下街本」（ぴあMOOK関西） 「ぼくらが夢見た未来都市」五十嵐 太郎・磯 達雄（PHP新書）

駅や電話ボックス、交番といった地域の公
共施設にも、ディズニーランドのような「テ
ーマ」の方法によって、メルヘンで「かわい
い」デザインが与えられるようになってい
ることを、本書では「ディズニーランダゼイ
ション」と呼んでおり、その現象の意味が
全国各地の具体例をもとに考察されている。
うめ地下にも、泉の広場（ホワイティうめだ）、
天使の天井絵（ドージマ地下センター）など、
一見、その場所との必然的な結びつきがな
さそうな空間演出が見られる。
それは、地下街という無機質な移動空間の
なかで、その無機質さや退屈さを消し去る
ために仮構されたイメージなのではないだ
ろうか。
本書を一読したうえで、うめ地下を歩いて
みると、これまで見過ごしていた「地下街
のディズニーランダゼイション」に気付く
ことができるかもしれない。（松岡慧祐）

ショッピングモールの歴史と諸相を社会学的な
視点から解き明かし、〈モール的なもの〉が商
業施設を超えて都市や社会全体にひろがりつつ
ある状況を論じる本書は、地下街の成り立ちを
考えるうえでも大きな示唆を与えてくれる。
戦後に発達した地下街は、鉄道ターミナルの連
絡通路であるだけでなく、各種商業施設を結ぶ
通路にもなり、また、それ自体も専門店の建ち
並ぶ商業施設になることで、ターミナルを基盤
とする巨大な消費空間の一部として成立した。
当時、このような消費空間は「ショッピングセ
ンター」とも呼ばれ、現在の「ショッピング
モール」のさきがけとなった。実際、ホワイ
ティうめだやディアモール大阪は、今も「シ
ョッピングセンター」として統計にカウントさ
れている。うめ地下にも見いだされる〈モー
ル的なもの〉とは、一体どのようなものなのか？
そんな思考を巡らすきっかけとなる刺激的
な論考である。（松岡慧祐）

「偽装するニッポン」中川 理（彰国社） 「モール化する都市と社会」若林幹夫（NTT出版）
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ル
の
地
下
に
は
川
の
あ
る
地
下
都
市
・
阪
急
三
番

街
が
一
挙
に
出
現
し
、
地
下
鉄
梅
田
駅
と
連
結
さ

れ
た
が
、
後
年
、
東
側
に
プ
チ
・
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ

が
作
ら
れ
て
、
梅
田
地
下
セ
ン
タ
ー
と
も
つ
な

が
っ
た
。
梅
田
地
下
セ
ン
タ
ー
は
東
へ
も
伸
び
、

東
端
地
下
に
は
噴
水
の
あ
る
〈
泉
の
広
場
〉
が
作

ら
れ
た
。
地
下
鉄
谷
町
線
が
乗
り
入
れ
ら
れ
て
東

梅
田
駅
が
出
現
し
、
地
下
街
は
南
へ
伸
び
た
。
大

阪
駅
前
の
再
開
発
が
始
ま
り
、
桜
橋
か
ら
梅
田
新

道
の
方
向
へ
、
巨
大
な
三
つ
の
近
代
ビ
ル
の
建
造

が
開
始
さ
れ
た
。
大
阪
駅
前
第
一
ビ
ル
、
第
二
ビ

ル
、
第
三
ビ
ル
だ
。…

」

ど
う
で
す
？　
読
ん
で
い
る
だ
け
で
頭
が
ク
ラ
ク

ラ
し
て
き
ま
せ
ん
か
？

さ
て
、
地
上
へ
地
下
へ
、
縦
に
レ
イ
ヤ
ー
を
重
ね

る
こ
と
だ
け
が
、
ダ
ン
ジ
ョ
ン
化
す
る
だ
け
が
、

未
来
都
市
で
す
か
？　
じ
つ
は
、
梅
田
の
地
下
街

建
設
に
は
、
最
初
か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
や
ア
メ
ニ

テ
ィ
の
視
点
が
あ
っ
た
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
御
堂
筋
線
梅
田
駅
改
札
前
の
広
場
と

ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
の
間
を
は
じ
め
、
地
下
街

に
は
高
低
差
の
あ
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
、

階
段
で
は
な
く
て
、
ス
ロ
ー
プ
で
埋
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
老
若
男
女
と
い
っ
た
差
異
、
障

が
い
・
能
力
の
如
何
を
問
わ
ず
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
の
、
さ
き

が
け
で
は
な
い
で
す
か
。
ま
た
、
１
９
７
０
年

（
昭
和
45
年
）
の
２
期
工
事
に
よ
っ
て
出
現
し
た

泉
の
広
場
は
、
大
阪
地
下
街
（
株
）
の
社
史
に
よ

る
と
、「
こ
れ
ま
で
の
地
下
街
は
道
路
に
面
し
て

店
舗
が
あ
る
だ
け
で
味
気
な
い
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

は
で
き
る
が
憩
う
場
所
が
な
い
」
と
の
ニ
ー
ズ
か

ら
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
、
ア
メ
ニ
テ
ィ

の
観
点
か
ら
地
下
街
に
広
場
が
つ
く
ら
れ
た
の
は
、

泉
の
広
場
が
最
初
で
す
。

「
川
が
流
れ
る
街
」
と
し
て
知
ら
れ
る
阪
急
三
番

街
も
斬
新
で
す
。
１
９
６
９
年
（
昭
和
44
年
）
に

梅
田
の
地
下
街
を
特
集
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず

も
っ
て
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
橋
爪
紳
也
先
生

（
大
阪
府
立
大
学
21
世
紀
科
学
研
究
機
構
教
授
・

大
阪
市
特
別
顧
問
）
か
ら
う
か
が
っ
た
お
話
。

梅
田
の
地
下
街
は
、
車
を
地
上
に
、
人
を
地
下
に

分
け
、
交
通
緩
和
対
策
の
一
環
と
し
て
計
画
さ
れ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
が…

、
と
、
話
の
と
ば
口
を

開
く
と
、
そ
れ
は
違
う
よ
！
と
、
の
っ
け
か
ら
一

刀
両
断
に
さ
れ
た
の
で
し
た
。
お
も
む
ろ
に
出
て

き
た
の
は
、
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
年
）
11
月
２

日
付
の
大
阪
朝
日
新
聞
の
記
事
。
そ
こ
に
は
、
こ

ん
な
ふ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

「
平
面
的
に
延
び
る
だ
け
延
び
膨
れ
る
だ
け
膨
れ

切
っ
た
の
が
近
代
都
市
発
達
の
姿
の
第
一
期
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
こ
ん
ど
は
膨
れ
る
余
地

を
空
へ
空
へ
と
立
体
的
に
も
と
め
て
行
っ
た
の
が

そ
の
第
二
期
、
そ
し
て
そ
れ
も
わ
が
国
で
は
市
街

地
建
築
物
法
な
ど
と
い
う
高
さ
を
制
限
す
る
む
つ

か
し
い
法
規
に
頭
を
抑
え
ら
れ
、
最
後
に
地
球
の

皮
を
剥
い
で
地
下
へ
と
延
び
て
行
く
の
が
、
す
な

わ
ち
そ
の
第
三
期―

そ
こ
に
い
わ
ゆ
る
ス
ピ
ー
ド

時
代
の
最
尖
端
を
行
く
ラ
ピ
ッ
ド
・
ト
ラ
ン
シ
ッ

ト―

地
下
鉄
が
通
じ
地
下
商
店
街
や
地
下
歓
楽
場

が
現
出
す
る
の
だ
」

昭
和
５
年
（
１
９
３
０
年
）
と
い
え
ば
、
シ
カ
ゴ

や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
摩
天
楼
が
出
現
し
、
ロ
ン
ド

ン
で
は
ロ
ン
ド
ン
地
下
電
気
鉄
道
会
社
が
創
設
さ

れ
て
間
も
な
い
時
期
で
あ
り
、
都
市
が
、
上
に
伸

び
た
り
下
に
ひ
ろ
が
っ
た
り
す
る
動
き
が
活
発
化

し
は
じ
め
た
時
期
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
横
に
ひ
ろ

が
っ
て
い
く
ば
か
り
だ
っ
た
都
市
が
、
縦
に
伸
び
、

立
体
化
し
て
い
く
。
橋
爪
先
生
い
わ
く
、「
立
体

化
は
、
当
時
の
世
界
が
持
っ
て
い
た
未
来
都
市
の

イ
メ
ー
ジ
で
、
そ
れ
が
現
実
に
か
た
ち
に
な
り
つ

つ
あ
っ
た
時
期
で
す
。
大
阪
の
地
下
街
も
、
都
市

の
近
代
化
の
世
界
的
な
潮
流
に
合
わ
せ
て
つ
く
ら

れ
た
わ
け
」

単
純
に
、
交
通
緩
和
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

人
類
が
共
通
し
て
抱
い
て
い
た
未
来
都
市
の
イ

メ
ー
ジ
、
そ
れ
を
実
現
し
た
い
と
す
る
欲
望
が
背

景
と
な
っ
て
梅
田
の
地
下
街
が
出
現
し
た
の
だ
と

思
う
と
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
話
で
は
な
い
で

す
か
。
し
か
も
、
そ
ん
な
構
想
が
戦
前
か
ら
練
ら

れ
て
お
り
、
戦
中
を
生
き
延
び
、
戦
後
に
花
開
い

た
の
だ
と
知
る
と
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
ね
。

さ
ら
に
前
出
の
新
聞
記
事
を
見
る
と
、

「
は
じ
め
市
当
局
の
理
想
で
は
大
阪
駅
前
地
下
鉄

停
車
場
を
中
心
と
し
て
通
ず
る
地
下
通
路
の
両
側

に
地
下
商
店
を
な
ら
べ
、
商
店
街
の
一
角
を
割
い

て
市
営
カ
フ
ェ
ー
や
食
堂
、
深
夜
の
余
剰
電
力
消

化
の
一
方
法
と
し
て
市
営
電
気
風
呂
を
経
営
し
大

阪
駅
、
阪
急
、
阪
神
等
か
ら
も
呑
吐
す
る
乗
客
を

吸
収
し
大
あ
て
に
当
て
よ
う
と
計
画
し
た
も
の
だ
。

と
こ
ろ
が
最
近
に
な
っ
て
そ
こ
は
商
売
上
手
の
阪

神
が
こ
っ
そ
り
先
手
を
打
っ
て
大
阪
駅
前
へ
地
下

で
乗
入
れ
る
自
分
の
終
点
停
留
場
の
す
ぐ
近
く
に

商
店
街
を
つ
く
り
府
へ
内
意
を
伺
っ
て
き
た
の
で
、

市
高
速
鉄
道
部
の
計
画
は
ひ
と
ま
ず
断
念
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
記
事
を
見
な
が
ら
、
橋
爪
先
生
の
口
調
は
少

し
ず
つ
熱
を
帯
び
て
く
る
の
で
す
。

「
地
下
鉄
の
建
設
に
合
わ
せ
て
、
大
阪
市
電
気
局

は
梅
田
駅
に
接
続
す
る
地
下
街
の
建
設
を
計
画
し

ま
し
た
。
対
し
て
阪
神
電
鉄
も
、
出
入
橋
か
ら
梅

田
に
地
下
線
で
延
伸
す
る
際
、
同
様
に
駅
を
中
心

と
し
た
地
下
街
を
構
想
し
ま
し
た
。
前
者
の
ア
イ

デ
ア
は
ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
に
継
承
さ
れ
、
後

者
は
阪
神
百
貨
店
の
地
下
食
料
品
売
り
場
と
し
て
、

戦
後
に
な
っ
て
実
現
し
ま
す
。
官
民
に
よ
る
地
下

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
想
は
、
戦
前
に
さ
か
の
ぼ
る

わ
け
で
す
」

も
う
、
最
初
か
ら
、
官
民
が
競
う
よ
う
に
し
て
地

下
街
を
形
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
が
わ
か
り
ま

す
。
の
ち
に
、
梅
田
ダ
ン
ジ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
迷

宮
は
、
じ
つ
は
最
初
か
ら
そ
の
萌
芽
が
あ
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
さ
ら
に
、
お
も
し
ろ
い
の
は
ね
、
と
、
橋

爪
先
生
の
話
は
続
く
の
で
す
。

「
地
下
鉄
や
地
下
通
路
と
い
う
だ
け
な
ら
地
下
道

で
い
い
の
に
、
通
路
の
両
サ
イ
ド
に
ず
ら
っ
と
店

舗
を
並
べ
る
と
こ
ろ
が
、
い
か
に
も
大
阪
ら
し
い

ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
と
い
え
る
か
も
し
れ
へ
ん
ね
。

地
下
鉄
の
延
伸
と
と
も
に
地
下
空
間
は
ひ
ろ
が
る

し
、
近
隣
の
ビ
ル
の
地
下
フ
ロ
ア
と
も
つ
な
が
っ

て
い
く
か
ら
、
複
雑
化
す
る
わ
け
で
す
。
そ
も
そ

も
の
全
体
像
が
な
い
し
、
継
ぎ
足
し
継
ぎ
足
し
で

で
き
て
い
っ
て
い
る
の
で
、
無
計
画
な
迷
宮
に

な
っ
た
と
い
う
お
も
し
ろ
さ
が
あ
り
ま
す
な
」

い
や
は
や
、
大
阪
人
の
知
恵
と
い
う
か
ア
イ
デ
ア

と
い
う
か
、
気
質
と
い
う
か
、
な
ん
ち
ゅ
ー
か…

。

そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
梅
田
の
地
下
街
の
ダ
ン
ジ
ョ

ン
化
の
歴
史
を
、
ざ
っ
と
振
り
返
り
ま
す
。

ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
、

１
９
６
３
年
（
昭
和
38
年
）
の
11
月
29
日
。
高
度

成
長
期
の
真
っ
只
中
で
す
。
当
日
、
訪
れ
た
人
は

約
１
０
０
万
人
と
い
わ
れ
、
新
聞
各
紙
は
「
世
界

一
を
誇
る
大
地
下
街
」「
人
間
が
地
下
を
歩
く
時

代
が
や
っ
て
き
た
」「
１
万
８
０
０
０
個
の
蛍
光

灯
」「
夏
で
も
摂
氏
25
度
」
と
大
々
的
に
報
じ
、

華
麗
な
地
下
の
ま
ち
に
多
く
の
人
が
酔
っ
た
の
で

し
た
。
同
年
に
は
阪
神
百
貨
店
前
か
ら
大
阪
駅
前

広
場
と
阪
急
百
貨
店
前
に
陸
橋
が
架
け
ら
れ
、
大

阪
駅
付
近
の
歩
行
者
数
十
万
人
が
陸
橋
ま
た
は
地

下
を
利
用
す
る
と
い
う
道
路
交
通
上
の
大
改
革
が

お
こ
な
わ
れ
た
わ
け
で
す
。
課
題
だ
っ
た
交
通
緩

和
も
、
こ
れ
に
て
実
現
。

以
後
、
地
下
鉄
３
号
線
（
四
つ
橋
線
：
西
梅
田
〜

大
国
町
間
）
の
建
設
計
画
に
呼
応
す
る
か
た
ち
で
、

１
９
６
６
年
（
昭
和
41
年
）
に
ド
ー
ジ
マ
地
下
セ

ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
。
続
い
て
１
９
６
９
年
（
昭

和
44
年
）
に
阪
急
三
番
街
が
オ
ー
プ
ン
し
、
１
９

７
０
年
（
昭
和
45
年
）、
ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー

は
２
期
工
事
に
よ
っ
て
泉
の
広
場
ま
で
延
伸
。
プ

チ
・
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
は
、
１
９
７
４
年
（
昭
和
49

年
）。
そ
の
間
、
地
下
街
に
隣
接
す
る
ビ
ル
は
地

下
で
結
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
70
年
代
に
入
る
と
、

す
で
に
ダ
ン
ジ
ョ
ン
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

ど
れ
ほ
ど
の
ダ
ン
ジ
ョ
ン
っ
ぷ
り
だ
っ
た
か
と
い

う
と
、
堀
晃
の
傑
作
Ｓ
Ｆ
小
説
「
梅
田
地
下
オ

デ
ッ
セ
イ
」
を
読
む
と
、
よ
ー
く
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
作
品
に
は
、
１
９
７
８
年
（
昭
和
53
年
）
当

時
の
梅
田
の
地
下
街
の
描
写
が
た
っ
ぷ
り
と
出
て

く
る
の
で
す
が
、
ど
の
一
節
を
切
り
取
っ
て
も
、

迷
宮
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
！　
ち
ょ
っ
と
引
用
し

て
み
ま
す
。

「
梅
田
地
下
街
は
、
地
下
鉄
梅
田
駅
を
中
心
に
、

国
鉄
大
阪
駅
と
の
連
絡
通
路
、
阪
神
・
阪
急
の
両

百
貨
店
の
出
入
口
、
曽
根
崎
警
察
署
ま
で
の
地
下

道
と
拡
が
り
始
め
た
。
梅
田
地
下
セ
ン
タ
ー
に
商

店
街
と
食
堂
街
が
出
現
し
、
北
は
梅
田
コ
マ
劇
場
、

東
は
富
国
生
命
ビ
ル
、
南
は
八
番
街
ま
で
拡
大
さ

れ
た
。
地
下
鉄
四
ツ
橋
線
が
開
通
し
て
西
梅
田
駅

が
出
来
る
と
同
時
に
、
地
下
街
は
急
速
に
西
南
に

進
み
、
堂
島
地
下
セ
ン
タ
ー
が
南
へ
一
直
線
に
の

び
た
。
高
度
成
長
期
に
入
り
、
地
下
街
は
更
に
巨

大
化
し
た
。
阪
急
梅
田
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
国
鉄
ガ
ー

ド
の
北
側
に
移
転
す
る
の
に
伴
っ
て
、
タ
ー
ミ
ナ

オ
ー
プ
ン
し
た
阪
急
三
番
街
は
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
の

線
路
の
南
側
に
あ
っ
た
梅
田
駅
を
線
路
の
北
側
へ

移
設
・
拡
大
さ
せ
る
の
に
伴
い
、
駅
下
に
つ
く
る

商
業
施
設
と
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
計
画

は
、
地
下
２
階
に
長
さ
90
メ
ー
ト
ル
も
の
川
を
つ

く
り
、
地
下
空
間
に
自
然
を
現
出
さ
せ
る
と
い
う
、

前
代
未
聞
の
も
の
。
計
画
当
初
は
大
い
に
懸
念
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
オ
ー
プ
ン
す
る
と
連
日

の
大
盛
況
ぶ
り
で
、
今
で
は
キ
タ
の
新
名
所
に
数

え
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
泉
の
広
場
も
阪
急
三

番
街
も
、
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
時
代
を
先
取
り
し

て
い
る
ど
こ
ろ
か
、
未
来
感
が
ハ
ン
パ
な
い
で
す
。

未
来
感
と
い
え
ば
、
１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）

に
オ
ー
プ
ン
し
た
デ
ィ
ア
モ
ー
ル
大
阪
の
円
形
広

場
。
中
央
に
は
銅
像
が
立
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

四
方
の
通
路
へ
と
石
柱
の
回
廊
が
連
な
っ
て
い
る

と
い
う…

、
映
画
か
？
と
い
う
よ
う
な
景
色
が
ひ

ろ
が
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ

ル
ス
ト
リ
ー
ト
に
至
っ
て
は
、
天
井
は
ガ
ラ
ス
張

り
に
な
っ
て
い
て
、
昼
間
は
陽
の
光
が
燦
々
と
射

し
込
み
、
こ
こ
で
は
も
は
や
、
旧
来
の
地
下
街
の

イ
メ
ー
ジ
は
木
っ
端
微
塵
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
が
共
通
し
て
持
っ
て
い
た
未
来
都
市
の
イ

メ
ー
ジ
を
具
現
化
す
る
か
た
ち
で
出
現
し
た
梅
田

地
下
街
は
、
増
殖
と
改
築
を
繰
り
返
し
て
ダ
ン
ジ
ョ

ン
化
し
、
一
方
で
先
進
的
な
概
念
を
い
ち
早
く
取

り
入
れ
、
未
来
都
市
感
を
ず
っ
と
保
ち
続
け
て
い

る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
気
付
け
ば
新
た
な
施
設

が
誕
生
し
、
新
た
な
店
が
オ
ー
プ
ン
し
、
新
た
な

通
路
が
で
き
て
い
ま
す
。
消
え
て
い
く
も
の
も
多
い
。

梅
田
の
地
下
街
で
は
、
ま
ち
は
生
き
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
そ
の
魅
力
は
尽
き
る

こ
と
な
く
、
閉
じ
な
い
円
の
よ
う
で
す
。
今
号
で
は
、

そ
の
魅
力
の
一
端
に
触
れ
て
み
ま
し
た
が
、
触
れ

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ほ
ん
の
一
端
だ
け
。
え

ら
い
迷
宮
に
迷
い
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

迷
い
っ
ぷ
り
こ
そ
が
、
梅
田
の
地
下
街
の
魅
力
の

ひ
と
つ
な
の
だ
と
実
感
す
る
ば
か
り
で
す
。（
終
）

企画・構成・文・写真／浅香保ルイス龍太

取材協力／橋爪紳也（大阪府立大学 21 世紀科学研究機構教授・大阪市特別顧問）
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う
め
地
下
は
、
未
来
都
市
だ
。

うめ地 下 へようこそ
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英
國
屋
倶
楽
部
・
英
國
屋
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｈ

地
下
街
は
子
ど
も
の
楽
園
、

通
学
路
兼
遊
び
場

地
下
街
と
同
い
年
・
地
下
街
が
通
学
路
だ
っ
た

飯
井
克
典
さ
ん

■http://beniya-osaka.co.jp/

地
下
街
で
は
、
今
ほ
し
い
も
の
が

売
れ
ま
す
。

（
株
）紅
屋
代
表
取
締
役　
木
邨
善
仁
さ
ん

■http://w
w
w
.cafe-eikokuya.jp/

地
下
街
の
店
内
に
下
り
の
階
段
？

す
ぐ
近
く
に
も
う
一
店
舗
？

御
堂
筋
線
梅
田
駅
の
南
改
札
前
か
ら
泉
の
広
場
に
延
び
る
ホ

ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
（
イ
ー
ス
ト
モ
ー
ル
扇
町
）
に
あ
る
、
エ

レ
ガ
ン
ト
な
雰
囲
気
の
喫
茶
店
「
英
國
屋
倶
楽
部
」。
店
内

に
入
る
と
、
正
面
は
上
り
の
階
段
、
右
に
は
下
り
の
階
段
。

ん
？　
地
下
街
な
の
に
店
内
に
下
り
の
階
段
？　

そ
う
、
英
國
屋
倶
楽
部
は
、
地
下
街
に
あ
る
お
店
な
の
に
、

店
内
に
は
さ
ら
に
地
下
の
フ
ロ
ア
が
あ
る
と
い
う
、
ち
ょ
っ

と
不
思
議
な
構
造
を
し
て
い
ま
す
。
辺
り
を
見
ま
わ
し
て
も
、

こ
ん
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
お
店
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ん
で
し
ょ
う
ね
？

よ
く
よ
く
お
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
じ
つ
は
、
イ
ー
ス
ト

モ
ー
ル
扇
町
の
地
下
に
は
構
造
上
の
空
間
が
あ
っ
て
、
場
所

に
よ
っ
て
は
、
英
國
屋
倶
楽
部
の
よ
う
に
、
店
内
に
さ
ら
に

地
下
の
フ
ロ
ア
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
、
ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン

タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た
当
初
に
は
、
そ
の
よ
う
な
お
店
が
い

く
つ
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
構
造
は
使

い
勝
手
が
い
い
も
の
で
は
な
く
、
お
店
の
入
れ
替
え
や
改
装

の
た
び
に
フ
ロ
ア
は
フ
ラ
ッ
ト
に
さ
れ
、
上
下
の
フ
ロ
ア
構

造
を
残
し
て
い
る
の
は
、
今
で
は
英
國
屋
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
地
下
の
フ
ロ
ア
は
禁
煙
席
、
上
の
フ
ロ
ア
は

喫
煙
席
。
地
下
の
フ
ロ
ア
は
通
路
か
ら
見
え
な
い
の
で
、
隠

れ
家
的
に
利
用
さ
れ
る
人
が
多
い
の
だ
と
か
。
構
造
を
う
ま

く
利
用
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
英
國
屋
と
い
え
ば
、
チ
ェ
ー
ン
店
で
は
あ
り
え
な
い

よ
う
な
、
高
級
な
家
具
と
ウ
ェ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド
の
カ
ッ
プ
。
高

級
志
向
の
同
店
の
フ
ァ
ン
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

同
店
の
Ｈ
Ｐ
に
は
「
お
客
さ
ま
本
位
の
店
づ
く
り
」
と
あ
り

ま
す
。
あ
り
ふ
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
の
よ
う
で
す
が
、
よ
く
よ

く
見
る
と
、
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
実
現
さ
れ
て
い
る
具
体
的

な
例
が
、
こ
こ
に
は
あ
る
の
で
す
。

じ
つ
は
、
イ
ー
ス
ト
モ
ー
ル
扇
町
に
は
、
英
國
屋
倶
楽
部
の

東
向
か
い
北
側
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
、「
英
國
屋
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
上
下
２
フ
ロ
ア
構
造
の
お
店
。
距

離
に
し
て
10
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
い
な
い
場
所
に
、
も
う
１

店
舗
で
す
。
オ
ー
プ
ン
し
た
当
時
に
は
、「
喫
茶
店
戦
争
勃

発
か
？
」
な
ん
て
新
聞
記
事
が
出
る
ほ
ど
、
世
間
に
は
奇
異

に
映
っ
た
出
店
で
し
た
。

た
だ
、
乱
立
す
る
コ
ン
ビ
ニ
と
違
っ
て
、
両
店
は
、
お
店
の

コ
ン
セ
プ
ト
が
明
確
に
違
い
ま
す
。
英
國
屋
倶
楽
部
が
高
級

志
向
で
、
コ
ー
ヒ
ー
の
お
か
わ
り
も
で
き
、
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
英
國
屋
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
は
、
券
売

機
で
食
券
を
買
う
セ
ル
フ
ス
タ
イ
ル
の
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
志
向

で
、
手
短
に
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
お
店
。
値

段
も
違
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
が
違
う
わ
け
で

す
。

ま
た
、
英
國
屋
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
は
、
梅
田
駅
か
ら
泉
の
広
場
方

面
に
向
か
っ
て
左
側
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
配
置
が
絶
妙
な
の

で
す
。
朝
は
た
く
さ
ん
の
通
勤
す
る
人
が
梅
田
駅
か
ら
泉
の

広
場
方
面
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。
ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
は
左

側
通
行
な
の
で
、
左
側
に
あ
る
英
國
屋
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
に
は
、

自
然
と
、
そ
う
い
う
人
が
お
店
に
入
り
や
す
い
わ
け
で
す
。

手
短
に
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
た
い
通
勤
者
の
ニ
ー
ズ
を
、
が
っ

ち
り
掴
ん
で
い
ま
す
。

よ
う
考
え
て
あ
り
ま
す
。

「
お
客
さ
ま
本
位
の
店
づ
く
り
」
の
見
本
が
、
う
め
地
下
に

は
あ
り
ま
す
。

（
Ｔ
ａ　
ｙ
ａ
ｎ
ｇ
）

飯
井
克
典
さ
ん
は
、
ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
１
９

６
３
年
（
昭
和
38
年
）
生
ま
れ
。
と
い
う
こ
と
は
、
う
め
地

下
と
同
じ
年
齢
、
同
じ
時
代
を
生
き
て
き
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
中
之
島
だ
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
飯
井

さ
ん
に
は
、
梅
田
の
地
下
街
の
思
い
出
が
た
っ
ぷ
り
あ
る
と

言
い
ま
す
。
さ
て
さ
て
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
お
話
が
飛
び
出

す
の
で
し
ょ
う
？　
興
味
津
々
で
、
お
話
を
聞
い
て
き
ま
し

た
。

「
自
宅
は
、
現
在
の
中
之
島
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
前
の
公
園
が
あ

る
と
こ
ろ
で
、
中
之
島
の
ほ
ぼ
西
端
。
そ
こ
か
ら
、
堂
島
小

学
校
と
菅
南
中
学
校
（
当
時
の
場
所
は
北
野
病
院
西
側
）
へ

通
学
し
て
い
ま
し
た
。
通
学
路
は
交
通
量
も
多
く
て
ね
、
子

ど
も
の
足
で
は
か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま
す
。
大
阪
駅
か
ら

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
バ
ス
に
乗
っ
て
中
之
島
へ
通
勤
し
て
く
る

ん
で
す
が
、
僕
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
降
り
て
空
に
な
っ
た

バ
ス
に
乗
っ
て
、
逆
方
向
、
つ
ま
り
大
阪
駅
へ
向
か
う
ん
で

す
。
そ
こ
か
ら
学
校
ま
で
は
、
地
下
街
を
通
学
路
代
わ
り
に
。

雨
の
日
も
傘
要
ら
ず
な
ん
で
、
み
ん
な
か
ら
う
ら
や
ま
し
が

ら
れ
る
通
学
で
し
た
よ
」。

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
小
学
生
が
、
ス
ー
ツ
姿
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
に
混
じ
っ
て
地
下
街
を
通
学
す
る
姿
っ
て
、
な
ん
だ

か
変
な
感
じ
が
し
ま
す
（
笑
）

通
学
路
や
遊
び
場
を
聞
い
て
い
る
と
、
ド
ー
チ
カ
、
ウ
メ
ダ

地
下
セ
ン
タ
ー
、
大
阪
駅
、
阪
急
百
貨
店
、
阪
神
百
貨
店
、

サ
ン
ト
リ
ー
、
渡
辺
橋
、
朝
日
新
聞
ビ
ル
、
北
新
地
、
駅
前

ビ
ル
な
ど
、
お
よ
そ
小
学
生
に
は
関
係
な
い
場
所
が
次
々
に

出
て
き
ま
す
。「
か
く
れ
ん
ぼ
で
ブ
テ
ィ
ッ
ク
の
試
着
室
に

隠
れ
た
り
、
鬼
ご
っ
こ
で
地
下
街
を
走
り
ま
わ
っ
た
り
、
お

や
つ
の
調
達
は
百
貨
店
の
試
食
、
の
ど
が
渇
け
ば
喫
茶
店
で

お
水
を
も
ら
う…

」。
近
く
に
公
園
が
な
い
彼
ら
シ
テ
ィ

ボ
ー
イ
に
と
っ
て
、
そ
れ
ら
の
場
所
は
、
日
常
生
活
の
な
か

に
あ
る
普
通
の
遊
び
場
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
親
に
と
っ
て
は
、

車
が
行
き
来
す
る
地
上
よ
り
も
、
地
下
街
の
ほ
う
が
顔
見
知

り
の
お
店
も
多
く
、
安
心
で
安
全
な
場
所
で
す
。
お
ま
け
に
、

「
夏
は
涼
し
く
て
冬
は
暖
か
い
。
雨
で
も
関
係
な
く
思
う
存

分
遊
べ
る
場
所
で
し
た
」。

ま
た
、
地
下
街
は
、
好
奇
心
旺
盛
な
子
ど
も
に
と
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
体
験
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
し
た
。
ど
こ
ま
で
続
く
の
こ
の
地
下
は
？　
な
ん
て
、

迷
路
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
通
路
を
走
り
ま
わ
っ
て
い
た
の

で
、
今
で
も
ま
っ
た
く
迷
う
こ
と
な
く
自
由
自
在
に
歩
き
ま

わ
る
こ
と
が
で
き
る
、
地
下
街
マ
イ
ス
タ
ー
で
す
（
笑
）

今
で
は
絶
対
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、
地
下
街
を
自
転

車
で
走
っ
て
い
た
こ
と
も
。
人
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
ん
で
し
ょ

う
か
？　
「
普
段
か
ら
多
く
の
人
が
行
き
来
す
る
と
こ
ろ
を

ス
イ
ス
イ
歩
い
て
い
る
の
で
、
い
つ
の
間
に
か
人
を
よ
け
て

歩
く
の
が
身
に
付
く
ん
で
す
よ
」
と
語
る
顔
は
、
ま
る
で
や

ん
ち
ゃ
坊
主
、
お
ち
ゃ
め
な
い
た
ず
ら
っ
子
の
よ
う
な
笑
顔

で
す
。

平
日
昼
間
の
人
口
密
度
が
多
い
場
所
も
、
休
日
は
ガ
ラ
ガ
ラ
。

そ
の
と
き
ば
か
り
は
、
普
段
で
き
な
い
ラ
ジ
コ
ン
遊
び
や

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
が
で
き
る
サ
ー
キ
ッ
ト
場
に
早
変
わ
り

し
ま
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
梅
田
は
日
常
生
活
の
場
所
で
、
地

下
街
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
サ
ン
ダ
ル
履
き
の
普
段
着
で
行
く
、
通

学
路
兼
遊
び
場
な
の
で
し
た
。

昔
の
や
ん
ち
ゃ
な
シ
テ
ィ
ボ
ー
イ
は
、
今
で
は
和
服
姿
で
オ

シ
ャ
レ
に
決
め
、
ひ
げ
を
は
や
し
た
ち
ょ
い
悪
オ
ヤ
ジ
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
梅
田
、
と
り
わ
け
地
下
街
と
と
も
に

育
っ
た
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
今
も
違
う
意
味
で
の
永
遠
の
遊

び
場
で
す…

。（
ミ
リ
ち
ゃ
ん
）

今
で
こ
そ
海
外
ブ
ラ
ン
ド
の
旗
艦
店
が
建
ち
並
ん
で
い
る
キ

タ
に
あ
っ
て
、
は
る
か
昔
に
、
海
外
ブ
ラ
ン
ド
を
い
ち
早
く

大
阪
に
持
ち
込
ん
だ
（
株
）
紅
屋
。
梅
田
の
地
下
街
に
あ
っ

て
は
、
１
９
６
３
年
（
昭
和
38
年
）、
ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー

の
オ
ー
プ
ン
時
か
ら
お
店
を
構
え
る
、
ス
タ
ー
タ
ー
の
お
店

で
も
あ
り
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
に
尽
力
さ
れ
た

の
も
、
そ
の
運
営
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
の
も
、
紅
屋
。
特

に
、
初
代
社
長
で
あ
る
田
中
鋳
三
さ
ん
は
、
店
子
で
つ
く
る

商
店
会
長
で
あ
り
な
が
ら
、
管
理
側
の
大
阪
地
下
街
（
株
）

の
経
営
陣
に
も
名
を
連
ね
る
と
い
う
、
八
面
六
臂
の
活
躍
を

さ
れ
た
方
で
し
た
。
今
回
、
初
代
社
長
の
孫
に
あ
た
る
三
代

目
の
現
社
長
、
木
邨
善
仁
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

紅
屋
と
い
え
ば
、
か
つ
て
は
「
プ
チ
・
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
」
に

あ
っ
て
、
イ
ブ
・
サ
ン
ロ
ー
ラ
ン
な
ど
の
舶
来
の
婦
人
衣
料

や
用
品
を
主
に
扱
っ
て
い
ま
し
た
。
舶
来
商
品
の
価
格
は
今

と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
か
、
む
し
ろ
今
よ
り
も
高
か
っ
た
時

代
で
す
。
ま
だ
海
外
ブ
ラ
ン
ド
の
名
前
が
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
代
に
、
舶
来

も
の
を
中
心
に
販
売
す
る
の
は
、
大
変
な
決
断
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
東
京
よ
り
も
大
阪
の
ほ
う
が
火
が
つ
く
の
は
早

か
っ
た
と
い
う
の
で
、
そ
の
優
れ
た
先
見
の
明
は
歴
史
が
証

明
し
て
い
ま
す
。

私
の
思
い
出
の
な
か
の
紅
屋
は
、
白
地
に
千
鳥
格
子
の
紙
袋

が
か
っ
こ
よ
く
て
、
流
行
の
先
端
の
洋
服
を
買
い
に
い
く
と

き
は
、
百
貨
店
で
は
な
く
紅
屋
さ
ん
、
と
い
う
時
代
で
し
た
。

ち
ょ
っ
と
お
高
い
け
ど
奮
発
し
て…

、
勢
い
で
買
っ
た
こ
と

も
（
笑
）

し
か
し
、
時
代
と
と
も
に
地
下
街
も
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

気
が
付
け
ば
今
、
う
め
地
下
に
「
紅
屋
」
の
看
板
は
見
当
た

り
ま
せ
ん
。
時
代
は
変
わ
り
、
紅
屋
の
店
名
も
扱
う
商
品
も

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

で
も
、
大
阪
商
人
の
精
神
は
、
三
代
目
社
長
に
も
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
る
様
子
で
す
。「
え
え
も
ん
を
売
ら
ん
と
お

客
さ
ん
は
逃
げ
ま
す
。
人
の
口
伝
え
は
強
力
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
対
面
販
売
で
お
客
さ
ん
に
伝

え
る
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ス
タ
ッ
フ

が
商
品
を
よ
く
理
解
し
て
、
売
れ
筋
を
察
知
し
て
、
お
客
さ

ん
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
、

木
邨
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

う
め
地
下
で
は
、
お
客
さ
ん
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
に
、

販
売
員
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
・
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ま
た
、
お
客
さ
ん
と
の
や
り
と
り
の
な

か
か
ら
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
的
確
な
提
案
を
す
る
た
め
の

研
鑽
で
す
。

対
面
販
売
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
・
コ
ン
テ
ス
ト
に
力
を
入

れ
る
の
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
同
社
の
掲
げ
る
「
お
客
様
第

一
主
義
」
の
実
践
で
す
。

興
味
深
か
っ
た
の
は
、
地
下
街
な
ら
で
は
の
商
売
。「
百
貨

店
は
、
お
客
さ
ん
が
時
間
を
か
け
て
考
え
て
か
ら
買
う
と
こ

ろ
。
で
も
地
下
街
は
、
今
、
必
要
な
も
の
が
売
れ
ま
す
ね
。

季
節
を
先
取
り
し
た
商
品
よ
り
も
、
今
、
と
い
う
の
が
特
徴

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
今
な
に
が
必
要
な
の
か
を
的
確
に

把
握
し
て
販
売
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」。
な
る
ほ
ど
。

「
梅
田
は
え
え
ま
ち
で
す
。
私
た
ち
紅
屋
は
、
お
客
さ
ん
や

地
域
に
支
え
ら
れ
て
き
て
、
今
が
あ
り
ま
す
。
感
謝
の
気
持

ち
を
持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
大
阪
、
い
え
梅
田
、
う
め
地
下

を
よ
り
一
層
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
に
し
た
い
で
す
ね
」。

そ
う
語
る
木
邨
さ
ん
は
、
こ
こ
数
年
、
露
天
神
社
の
節
分
祭

で
、
赤
鬼
に
扮
し
て
ま
ち
を
練
り
歩
い
て
い
る
、
大
阪
Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ
！
う
め
地
下
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
！
の
人
で
す
。

（
ミ
リ
ち
ゃ
ん
）
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大
阪
市
高
速
鉄
道
部
が
大
阪
駅
前
地
下
鉄
停
車
場
を
中
心
と
し
て
通
ず
る
地
下
通

路
の
両
側
に
地
下
商
店
街
を
つ
く
る
構
想
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
、
新
聞
報
道
さ

れ
る
。

第
１
回
大
阪
地
下
街
（
株
）
設
立
準
備
委
員
会
開
催

大
阪
地
下
街
（
株
）
設
立

梅
田
地
下
街
建
設
の
準
備
作
業
開
始

梅
田
地
下
街
入
店
者
募
集

梅
田
地
下
街
起
工
式

梅
田
ア
ー
ケ
ー
ド
立
ち
退
き
完
了
、
地
下
街
に
編
入

ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
振
興
会
結
成

梅
田
地
下
街
１
期
（
ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
）
開
業

ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
給
排
気
塔
工
事
完
工

堂
島
地
下
街
（
株
）
設
立

堂
島
地
下
街
（
ド
ー
ジ
マ
地
下
セ
ン
タ
ー
）
起
工
式

ド
ー
ジ
マ
地
下
セ
ン
タ
ー
名
店
会
結
成

堂
島
地
下
街
（
ド
ー
ジ
マ
地
下
セ
ン
タ
ー
）
開
業

ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
地
上
給
排
気
塔
回
り
噴
水
完
工
通
水
式

ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
「
味
の
コ
ー
ナ
ー
」
店
舗
再
編
成

ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
「
銘
品
コ
ー
ナ
ー
」
再
編
成

梅
田
地
下
街
第
２
期
起
工
式

東
梅
田
駅
拡
張
の
た
め
、
ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
特
売
場
・
オ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
撤
去

梅
田
第
２
期
入
店
者
募
集
広
告
各
紙
へ
掲
出

梅
田
地
下
街
防
犯
連
絡
会
結
成

阪
急
三
番
街
オ
ー
プ
ン

ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
道
標
（
方
向
指
示
板
）
を
万
国
博
に
備
え
、
ロ
ー
マ
字
入

り
に
取
り
替
え

ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
振
興
会
、
ミ
ス
・
ウ
メ
チ
カ
「
泉
の
精
」
を
募
集

ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
２
期
（
泉
の
広
場
）
開
業

「
泉
の
広
場
」
に
投
げ
込
ま
れ
た
硬
貨
24
万
５
，
０
３
４
円
を
市
立
身
体
障
が
い
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
寄
付

地
下
街
に
お
け
る
煙
の
流
動
観
測
を
本
格
的
に
実
施
す
る

社
内
報
「
ち
か
が
い
」
創
刊

ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
メ
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
竣
工

ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
「
花
の
広
場
」
竣
工

コ
マ
通
り
北
端
店
舗
再
編
成

阪
急
フ
ァ
イ
ブ
と
連
絡

梅
田
延
伸
地
下
街
（
プ
チ
・
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
）
起
工
式

ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
と
曽
根
崎
警
察
署
新
庁
舎
が

地
下
で
連
絡

ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
「
お
し
ゃ
れ
南
コ
ー
ナ
ー
」
一
部
改
装

大
阪
地
下
セ
ン
タ
ー
商
店
会
連
合
会
が
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
の

サ
ロ
ッ
ト
・
デ
ィ
・
ミ
ラ
ノ
商
店
街
と
姉
妹
提
携
調
印

「
プ
チ
・
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
」
開
業

創
立
20
周
年
記
念
「
大
阪
地
下
街
ま
つ
り
」
実
施

ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
直
営
店
「
ウ
メ
ダ
・
た
こ
焼
コ
ー
ナ
ー
」

開
業

ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
・
コ
マ
・Ｏ
Ｓ
通
り
天
井
改
造
工
事
完
成

ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
「
泉
の
広
場
」
改
装

大
阪
５
地
下
街
、
サ
ロ
ッ
ト
・
デ
ィ
・
ミ
ラ
ノ
提
携
ジ
ョ
イ
ン
ト
カ
ー

ニ
バ
ル
開
催

「
ウ
メ
チ
カ
一
番
街
南
コ
ー
ナ
ー
」
改
装
オ
ー
プ
ン

プ
チ
・
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
改
装
工
事
、「
プ
チ
シ
ャ
ン
」
と
改
称

５
地
下
街
共
通
Ｓ・Ｃ
カ
ー
ド
「
Ｖ
カ
ー
ド
」
発
行

ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
１
期
改
装
計
画
実
施
案
成
る

阪
急
三
番
街
、
改
装
に
よ
り
映
画
館
「
阪
急
プ
ラ
ザ
劇
場
」
が
閉
館

ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
１
期
改
装
準
備
工
事
着
工

大
阪
５
地
下
街
、
ハ
レ
ー
彗
星
接
近
フ
ェ
ア
実
施

ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
１
期
扇
町
通
り
改
装
工
事
着
工

ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
２
期
改
装
工
事
着
工

「
ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
」
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」
閉
鎖
、「
フ
ァ
ン
シ
ー
ロ
ビ
ー
」
復
旧

「
プ
チ
シ
ャ
ン
」
全
面
改
装
工
事
着
手

プ
チ
シ
ャ
ン
改
装
工
事
竣
工

阪
急
三
番
街
改
装

新
Ｏ
Ｓ
ビ
ル
完
成
、
ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
と
連
絡
通
路
で
つ
な
が
る

４
地
下
街
通
路
・
広
場
が
全
面
禁
煙

大
阪
駅
前
交
差
点
・
ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
給
排
気
塔
周
辺
整
備
完
成

デ
ィ
ア
モ
ー
ル
大
阪
オ
ー
プ
ン

ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
を
は
じ
め
、
梅
田
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
域
の
案
内
シ
ス
テ
ム
を
統
一

ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
内
の
府
警
広
報
セ
ン
タ
ー
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
と
し
て

改
装
オ
ー
プ
ン

４
ヶ
国
語
「
大
阪
地
下
街
マ
ッ
プ
」
発
行

ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
２
期
分
の
冷
却
塔
を
曽
根
崎
東
交
差
点
北
側
に
移
設
、
稼
働

「
サ
ニ
ー
テ
ラ
ス
１
」
ト
イ
レ
、
階
段
移
設

「
フ
ァ
ン
シ
ー
ロ
ビ
ー
」
入
口
、
通
路
拡
幅

「
フ
ァ
ン
シ
ー
ロ
ビ
ー
」「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ロ
ビ
ー
」
入
口
改
装

ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
・
阪
急
Ｈ
Ｅ
Ｐ
フ
ァ
イ
ブ
が
接
続

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ロ
ビ
ー
」
に
隣
接
す
る
ト
イ
レ
新
装

ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
１
期
地
下
置
ク
ー
リ
ン
グ
タ
ワ
ー
の
改
修

ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
１
期
通
路
冷
房
化
工
事
着
工

「
グ
ル
メ
テ
リ
ア
」
オ
ー
プ
ン

「
夢
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
う
め
だ
中
央
店
」
拡
張
、
案
内
業
務
ス
タ
ー
ト

ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
１
期
２
期
取
り
合
い
部
分
ト
イ
レ
改
修

ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
社
員
休
憩
室
完
成

「
サ
ニ
ー
テ
ラ
ス
２
」
ト
イ
レ
拡
張
改
装
工
事
完
了

ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
、
冷
房
増
強
工
事
完
了

ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
、
携
帯
電
話
利
用
可
能
に

ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
、
案
内
所
改
装
オ
ー
プ
ン

ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
、
１
期
地
下
鉄
御
堂
筋
線
地
下
道
接
続
部
分
改
修
・
サ
イ
ン
設
置

工
事
竣
工

「
プ
チ
シ
ャ
ン
」
北
広
場
改
修
工
事
竣
工

「
ポ
ケ
ッ
ト
セ
ブ
ン
」「
お
菓
子
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
」
改
装
工
事
着
工

「
ポ
ケ
ッ
ト
セ
ブ
ン
」
を
改
装
し
「
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
」
と
し
て
竣
工

「
泉
の
広
場
」
改
装
オ
ー
プ
ン

「
泉
の
広
場
」、
車
イ
ス
対
応
及
び
荷
捌
き
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
新
設
竣
工

「
夢
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
泉
の
広
場
店
」
オ
ー
プ
ン

ド
ー
ジ
マ
地
下
セ
ン
タ
ー
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
、
次
世
代
携
帯
対
応

「
グ
ル
メ
テ
リ
ア
」
を
独
立
店
舗
と
し
て
改
装
オ
ー
プ
ン

デ
ィ
ア
モ
ー
ル
大
阪
「
フ
ィ
オ
レ
」
オ
ー
プ
ン

「
サ
ニ
ー
テ
ラ
ス
２
」
に
身
障
者
対
応
ト
イ
レ
新
設

ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
で
第
１
回
接
客
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

第
10
回
Ｓ
Ｃ
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
全
国
大
会
で
ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
・
赤
垣
屋
の
大
島

哲
さ
ん
が
準
優
勝

地
下
街
テ
ロ
対
処
総
合
警
備
訓
練
実
施

「
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

「
プ
チ
シ
ャ
ン
」
ト
イ
レ
女
子
専
用
化

ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
、
大
阪
富
国
生
命
ビ
ル
建
替
に
伴
う
新
接
続
竣
工

ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
、
阪
急
百
貨
店
建
替
に
伴
う
新
接
続
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

「
ｍ
ｉ
ｋ
ｋ
ｅ
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

大
阪
市
交
通
局
の
駅
ナ
カ
施
設
「
ｅ
ｋ
ｉ
ｍ
ｏ
」
オ
ー
プ
ン

梅田地下街の歴史 日本最大級の地下迷宮だとか遭難必至の超難度ダンジョンだとか いわれている梅田の地下街。その理由のひとつには、増改築が繰り返されたことによって、きわめて複雑な構造になっていったこと
が挙げられるのだけれども、この年表を見ると、そのことが一目 瞭然でわかります。ウメダ地下センターのオープンにはじまる、梅田地下街の増殖とリニューアルの歴史をご覧あれ！

1963年（昭和 38年）
ウメダ地下センター開業時の平面図

1963年（昭和 38年）
ウメダ地下センター開業時のパンフから

資料提供：大阪地下街株式会社
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【010】 泉の広場はアメニティという先進的な概念を地下街に取り入れたもの。 地下街のオアシスとして、 かつてはベンチも設
置されていた。
【011】ホワイティうめだには大阪府警のコミュニティプラザがあり、そのなかには、なぜかミニパトが展示されている。 どうやっ
て入れたのだろうか？
【012】 ピカデリー梅田は泉の広場と接しているのに、 地下から行くことができない。 非常にもったいないことやと思う。
【013】 ホワイティうめだのその下の地下 2階には従業員用の休憩室があり、従業員専用の割引チケットなども置いてある。
【014】 ホワイティうめだは、 地下鉄の終電に合わせて、 出入口が閉鎖
される。 駅から遠い、 泉の広場から順番に閉められる。
【015】 1961 年 （昭和 36 年） 頃、 うめ地下建設時に、 地下を掘って
いたとき、 旧曽根崎警察署が傾くという事故があった。 ただし、 建て
替えが決まっていたため、 問題にはならなかった。
【016】 ホワイティうめだの 「ホワイティ」 は 「white」 と 「city」 をくっ
つけた造語。
【017】 ウメダ地下センターがオープンした 1963 年 （昭和 38 年） 11 月
29 日には、 約 100 万人の人が訪れた。
【018】 3 方向が 「阪急梅田駅」 と示している案内サインがある。
【019】ホワイティうめだには、消防署（大阪市北消防署分駐所）がある。
【020】 ホワイティうめだにはウメダ地下センターのオープン時から営業し
ている店舗が 10 店舗以上ある。 半世紀以上！
【021】 ホワイティうめだに改称しているのに、 「ウメ地下」 と呼ぶ人が多い。

【022】 ホワイティうめだ 1 期工事は新御堂筋の建設と同
時におこなわれた。 新御堂筋の柱がそのままホワイティう
めだの躯体になっている。
【023】 プチシャン通りのプチシャンはプチ ・ シャンゼリゼの
略。

【001】 泉の広場は、 ミラノと大阪市が姉妹都市だからできた。
【002】 ノースモール 2 とイーストモール新御堂を結ぶ幻の通路がかつて
設計されていた。 その幻の通路には現在、 NTT の回線が敷かれてい
る。
【003】 イーストモール扇町のスロープ （高低差） は、 もともと低かっ
た天井高をアップさせるために床を低くする工事の結果として生まれた
もの。
【004】 御堂筋線梅田駅改札前の広場とホワイティうめだの間には高
低差があり、 スロープで埋められている。
【005】 ホワイティうめだでは、 高低差を埋めるために、 階段ではなく
スロープが最初から採用されている。 最初からユニバーサル仕様。
【006】 ノースモール 1 はサラリーマン向けの立ち飲み屋などカジュアル
な店が中心、 ノースモール 2 は女性向けのワインバーやバルなどおしゃ
れな店が中心という、 すみ分けがある。
【007】 イーストモール新御堂とイーストモール扇町は、 飲食メイン、
プチシャンは洋服 ・生活雑貨メイン。
【008】 ファルルはファッションロビーと呼ばれていた時代と比べると、
一部にはメンズもあるが、主に若い女性をターゲットにしている。 一方、
その後にできた mikke は 20〜30 代の働く女性をター
ゲットにしていて、 すみ分けがで
きている。
【009】 ホワイティ
うめだでは全域で
無料の wi-fi が
使える。

【024】 オ オ サ カ
ガーデンシティの噴水の水は、

今は出ていない。
【025】 オオサカガーデンシティは旧

国鉄梅田南ヤード再開発事業ででき
た。
【026】 オオサカガーデンシティは全面が坂道に
なっている。 一番低いところは、地上でいうとリッ
ツカールトンと西梅田公園の間の十字路に当た
る。
【027】フィオレは梅田DTタワーの地下にあるのに、
ディアモールの一部として扱われている。
【028】 ディアモールのオープン当初は楽器の形
をした壁があり、 音階のボタンを押すと音が鳴
るものがあったが、 後に撤去された。
【029】 ディアモールの円形広場の中心は反響が
大きいので大笑い注意！
【030】 ディアモールには、 アンモナイトの化石
が埋まっている壁面がある。
【031】 ディアモールは 「ダイヤモンド地区のモー
ル」という意味。この地域の形が五角形なので、
そう呼ばれている。
【032】 ディアモールの円形広場西側には赤ちゃ
んルームがあり、 オムツ交換室と授乳室がある。
【033】ディアモールの突き当たりにある交番は「ダ
イヤモンド地下街交番」。 ダイヤモンド地下街
と呼ばれていた頃の名残。
【034】 阪神電車西改札口の西側通路は閉鎖さ
れ、 今は迂回路ができている。
【035】 北新地駅東口の東側は、 店舗はないけ
ど地下街。

【036】 ドーチカの天井に
は天使の絵が描かれている。

【037】 しかも、 この天使の絵は、 プリン
トではなくて、 直接描かれている。
【038】 そのため、 経年劣化でヒビが入った
りするので、 ときどき補修している。
【039】 ただし、 ７月のドーチカ５０周年を機
に美装化がおこなわれ、 デザインが一新さ
れるので、 見るなら今のうち。
【040】 ドーチカの一番南側のドーム状になっ
ている天使の絵は、 7月以降も残される。
【041】 ドーチカのトイレの壁面にも、 天使
の絵が描かれている。
【042】 ドーチカの一番南側には堂島の古地図
が年代別に展示されている。
【043】 ドーチカはビジネスマンの利用が多い
ので、 平日がにぎわっている。 定休日は
第３日曜。
【044】 ドーチカのキャラ
クター「堂島ちか」は、
米俵型のヘアスタイ
ル。 堂島にあった
米会所が由来となっ
ていて、 商売繁盛の神様
を祀る神社の福娘だから。
【045】 ドーチカ開業当時に
は、 奥村チヨが歌う 『大
阪の街 「堂島」』
がソノシートで発
売された。

【056】
阪急三番街の
南館地下 2 階には、 せんとくんの作
者である現代仏師 ・彫刻家の籔内佐斗司
が製作したブロンズ製の犬の連作がいる。

【057】 阪急三番街は国土交通省の分類では地下街ではない。
【058】 阪急三番街地下 2 階、 人工の川はトレビの泉をイメージしてつ

くられた。
【059】 阪急三番街北館地下 1 階キッズトワレはすべて子どもサイズ、 ベビー
ベッドや授乳室など設備も充実、 南館地下 1 階パウダールームは更衣室、
休憩用ソファーまで至れり尽くせりの設備が好評。

【060】 阪急三番街北館地下 2 階の水の芸術アクアマジックはアメリカディズニーワール
ドでおなじみのウエット社製。

【061】 「mikke」 は 「見っけ」 に由来。
【062】 地下街は自転車通行禁止。
【063】 地下街は、 道交法上では公道に分類されている。
【064】 地下街の防水柵は、 毎日、 人力で開閉されている。 ご苦労さまです。
【065】 地下街のあちこちにある周辺地図は、 見やすさ重視。 北が上とはかぎらない。
【066】 ドーチカ、ホワイティうめだには住居表示が掲げられている。 ホワイティうめだは 「梅田地下街」、
ドーチカは 「堂島地下街」。
【067】 大阪駅前第一ビルは、 じつは、 地下 6 階まである。
【068】 西梅田駅から JR 大阪駅に行っても、 JR 大阪駅西口はもうない。 今は桜橋口という。
【069】 うめ地下の総店舗数は約 1100 店舗。 床面積は約 12 万平方メートルで、 甲子園球場 3.1 個分。
【070】 地下鉄梅田駅、 東梅田駅、 西梅田駅は、 30 分以内であれば、 改札を出て乗り換え OK
【071】 駅前ビルの地下を歩いているといつの間にか隣のビルに入っている。
【072】 地下 1 階にあるディアモールと駅前ビルの地下 2階がつながっている。 ああややこしい！

【046】
じつは、 梅田

の地下街すべてを網
羅した地図は、 公式には

発行されていない。
【047】 梅田でお腹が空いたらとり
あえず地下に下りる。 これは一般常
識！

【048】 うめ地下は、このまま開発が進めば、
100 年後にはエヴァンゲリオンレベルのジオフ

ロントになると言われている。
【049】 御堂筋線梅田駅の南改札と中央改札は

ekimo でつながっているのに、 中央改札と北改札はつな
がっていないので、 行けない。 すごく不便！

【050】 北新地駅みどりの窓口前にあるキタノザウルスちゃんは待ち合わ
せ場所として設置された。

【 0 5 5 】
阪急三番街のイメー

ジアートである 「蝶 ・花 ・
果実」 は、 線描の天才画家
といわれたフランスのベルナー
ル ・ ビュッフェの作品。 ロゴ

も、 彼の直筆サインと固有マー
クを合わせてつくられている。 ベ

ルナール ・ ビュッフェは、 親日家
として知られていた。

【 0 5 1 】
現時点でもっと
も新しい梅田の地下街
は、 「ekimo」。 大阪市交通
局が運営する駅ナカ商業施設。

【052】 阪急三番街
の名前の由来は、 開
業当時の住所 「大阪
市北区小深町 3 番地」
より。 現在の 「北区芝
田 1-1-3」 ではない。
【053】 阪急三番街のテー
マソング 「愛の阪急三番

街」 は、 作詞：
岩谷時子、 作
曲 ：内 藤 法
美、 歌 ： 鳳

蘭 & 大原ます
み。 1971 年にシ

ングル発売。
【054】その後、

1990 年に
「川 の 流

れ る 街 で」
（島田歌穂） が発表され、

現在も使用されている。 この
曲は島田歌穂のベストアルバ

ムにも収録されてい
る。

うめ地 下 へようこそ 何個知ってる？
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線
梅
田
駅

阪神梅田駅

阪神百貨店

堂島アバンザ

堂島
グランドビル

近鉄
堂島ビル

桜橋
東洋ビル

大阪駅前第1ビル

大阪駅前第2ビル

大阪駅前第3ビル

大阪駅前第4ビル

大丸
グランヴィア
大阪 阪急百貨店

北新地駅

阪急梅田駅

ヨドバシ梅田

阪急17番街

ABCマート

HEP FIVE

HEP NAVIO

OSビル

大阪富国生命ビル

曽根崎警察署

イーマ

東
京
建
物

梅
田
ビ
ル

梅
田
Ｄ
Ｔ

タ
ワ
ー

梅
田

ス
ク
エ
ア
ビ
ル

マルビル

ヒルトン大阪

ハービスプラザエント

ハービスオオサカ
ザ・リッツ・
カールトン
大阪

明治安田生命
大阪梅田ビル

梅田ダイビル

大
和
ハ
ウ
ス

大
阪
ビ
ル

HAL

ホテル
モントレ
大阪

大阪中央
病院

毎
日
新
聞
ビ
ル

オ
ー
バ
ル
ホ
ー
ル

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

マ
ー
ク
ス

西
梅
田

ヒルトンプラザ
WEST

梅
田
第
一

生
命
ビ
ル

阪
急
32
番
街

新
阪
急
ホ
テ
ル

西
梅
田
駅

東
梅
田
駅

地下通路

地下地下

駅

建物

出入り口

ドージマ地下センター

オオサカガーデンシティ

ディアモール

阪急三番街

プチシャン

ekimo

mikke

ファルル

フィオレ

イーストモール扇町

ノースモール2

ポケットパーク

センターモール

サウスモール

ノースモール1

イーストモール新御堂

泉の広場

ホワイティうめだホワイティうめだ



　
山
田
洋
次
監
督
が
映
画
『
家
族
』
を
撮
っ
た
の

は
昭
和
45
年
の
こ
と
。
西
暦
な
ら
１
９
７
０
年
で

大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ
た
年
で
し
た
。

　
か
つ
て
は
炭
坑
の
島
と
し
て
栄
え
た
長
崎
県
西

彼
杵
郡
（
現
在
の
長
崎
市
）
伊
王
島
町
か
ら
、
北

海
道
中
標
津
（
な
か
し
べ
つ
）
町
の
開
拓
村
に
移

住
を
決
め
た
家
族
の
物
語
。
倍
賞
千
恵
子
、
井
川

比
佐
志
の
夫
婦
に
幼
児
と
乳
児
、
そ
し
て
笠
智
衆

の
祖
父
と
い
う
５
人
家
族
が
繰
り
広
げ
る
戸
惑
い

と
悲
し
み
の
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
で
す
。

　
旅
の
２
日
目
、
家
族
は
大
阪
で
途
中
下
車
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
阪
駅
を
出
て
見
知
ら

ぬ
土
地
に
ぼ
う
然
と
立
ち
尽
く
す
一
行
の
目
に
ま

ず
飛
び
込
ん
だ
の
は
、
阪
神
百
貨
店
の
壁
面
い
っ

ぱ
い
を
覆
い
尽
く
す
万
国
旗…

…

そ
れ
は
大
阪
万

博
を
歓
迎
す
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
は
あ
る
の
だ
け

れ
ど
、
お
世
辞
に
も
セ
ン
ス
が
良
い
と
は
言
い
が

た
い
〝
巨
大
な
飾
り
も
の
〞
で
し
た
。（
私
に
と
っ

て
も
、
あ
れ
は
今
も
強
烈
な
印
象
を
残
す
忘
れ
ら

れ
な
い
光
景
で
す
。）

　
家
族
は
食
事
を
し
よ
う
と
地
下
街
に
潜
る
の
で

す
が
、
当
時
の
ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
（
通
称
ウ

メ
地
下
）
は
大
阪
人
で
も
方
向
を
見
失
う
と
言
わ

れ
た
ほ
ど
の
巨
大
な
迷
路
。
あ
ま
り
の
人
の
多
さ

に
圧
倒
さ
れ
た
家
族
は
、
大
き
な
荷
物
を
抱
え
、

乳
児
を
背
負
い
、
幼
児
の
手
を
引
い
て
、
た
だ
た

だ
雑
踏
を
右
往
左
往
す
る
ば
か
り
。（
ゲ
リ
ラ
的
に

日
常
の
人
ご
み
の
中
で
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

ロ
ケ
の
映
像
は
、
わ
ず
か
な
シ
ョ
ッ
ト
で
は
あ
る

け
れ
ど
当
時
の
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。）

　
仕
方
な
く
地
上
に
出
た
家
族
が
目
に
し
た
も
の

は
、
ま
た
も
あ
の
お
び
た
だ
し
い
数
の
万
国
旗
。

『
あ
れ
ぇ
、
さ
っ
き
と
同
じ
と
こ
や
が
ね…

…

』
と

落
胆
す
る
倍
賞
千
恵
子
。

　
結
局
、
家
族
は
阪
急
百
貨
店
２
階
の
「
風
車
」

で
大
阪
駅
東
口
の
横
断
歩
道
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
、

や
っ
と
の
こ
と
で
昼
食
に
あ
り
つ
き
ま
し
た
。

　
大
阪
で
最
初
に
誕
生
し
た
地
下
街
は
ナ
ン
バ
地

下
セ
ン
タ
ー
で
、
１
９
５
７
年
（
昭
和
32
年
）
の

開
業
で
し
た
。
ウ
メ
地
下
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

前
年
の
１
９
６
３
年
（
昭
和
38
年
）
に
開
業
し
て

い
ま
す
。
当
初
か
ら
「
東
洋
一
」「
世
界
一
」
と
注

目
さ
れ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
の
一
面

に
も
『
日
本
の
商
店
、
地
下
に
潜
る
』
と
題
し
た

記
事
が
掲
載
さ
れ
た
ほ
ど
で
し
た
。
１
９
７
０
年

に
は
「
泉
の
広
場
」
を
含
む
２
期
工
事
も
完
成
し
、

迷
路
は
さ
ら
に
巨
大
化
の
一
途
を
た
ど
り
ま
す
。

　
当
時
の
ウ
メ
地
下
の
象
徴
的
な
場
景
と
い
え
ば
、

地
下
鉄
御
堂
筋
線
南
改
札
前
の
広
場
（…

と
い
う

か
通
路
）
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
阪
急
・

阪
神
両
百
貨
店
の
地
階
と
も
つ
な
が
っ
た
こ
の
通

路
は
１
９
３
３
年
（
昭
和
８
年
）
の
地
下
鉄
開
業

当
時
に
造
ら
れ
た
も
の
で
、
空
気
は
淀
み
、
照
明

も
暗
く
て
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
剥
が
れ
た
タ
イ
ル
張

り
の
円
柱
は
薄
汚
れ
て
お
り
、
古
び
た
平
台
に
新

聞
や
雑
誌
を
並
べ
た
だ
け
の
簡
素
な
売
店
が
い
く

つ
も
あ
っ
て
、
そ
こ
を
縫
う
よ
う
に
、
早
朝
か
ら

深
夜
ま
で
大
勢
の
通
行
人
が
足
早
に
行
き
交
っ
て

い
ま
し
た
。

　
１
９
７
０
年
頃
は
特
に
若
者
た
ち
が
権
力
に
反

抗
し
、
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し

た
。
世
界
的
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
反
対
の
気
運
が
高

ま
っ
た
時
代
に
、
国
内
で
も
知
識
人
た
ち
が
発
起

人
と
な
っ
て
「
べ
平
連
（
ベ
ト
ナ
ム
に
平
和
を
！

市
民
連
合
）」
が
結
成
さ
れ
、
そ
れ
に
共
感
し
た
若

者
た
ち
（
私
と
同
じ
団
塊
の
世
代
）
が
、
１
９
６

８
年
（
昭
和
43
年
）
に
ウ
メ
地
下
の
広
場
（
通
路
）

で
ギ
タ
ー
を
弾
き
な
が
ら
〝
フ
ォ
ー
ク
ゲ
リ
ラ
〞

と
称
し
、「W

e sh
all ov

ercom
e

（
勝
利
を
我
ら

に
）」
や
「
友
よ
」
な
ど
の
反
戦
歌
を
歌
い
は
じ
め

ま
し
た
。

　
警
官
隊
と
衝
突
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
最
盛
期

に
は
千
人
を
超
え
る
人
々
が
、
梅
田
地
下
街
に
集

ま
り
ま
し
た
。〝
フ
ォ
ー
ク
ゲ
リ
ラ
〞
と
い
え
ば
新

宿
西
口
広
場
が
有
名
で
す
が
、
そ
の
活
動
の
発
祥

は
〝
ウ
メ
地
下
〞
で
し
た
。

　
梅
田
地
下
街
が
〝
巨
大
な
迷
路
〞
と
言
わ
れ
る

所
以
は
、
隣
接
す
る
商
業
ビ
ル
の
地
階
と
直
結
し

て
ア
メ
ー
バ
の
よ
う
に
複
雑
に
拡
張
を
繰
り
返
し

て
き
た
か
ら
。
商
業
ビ
ル
も
時
代
の
移
ろ
い
と
と

も
に
次
々
再
開
発
さ
れ
て
様
相
が
変
わ
り
、
迷
路

は
さ
ら
に
複
雑
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
た
と
え
ば
現
在
の
「
阪
急
メ
ン
ズ
大
阪
（
阪
急

メ
ン
ズ
館
）」
の
前
身
は
「
ナ
ビ
オ
阪
急
」
で
し
た
。

ナ
ビ
オ
は
、
阪
急
航
空
ビ
ル
や
北
野
劇
場
・
梅
田

劇
場
・
梅
田
ス
カ
ラ
座
を
解
体
し
た
跡
地
に
１
９

８
０
年
（
昭
和
55
年
）
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
私

に
と
っ
て
３
つ
の
映
画
館
は
そ
れ
ぞ
れ
に
想
い
出

が
あ
る
け
れ
ど
、
特
別
な
つ
か
し
く
思
い
出
す
の

は
、
や
は
り
阪
急
航
空
ビ
ル
で
し
ょ
う
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
の
建
物

み
た
い
な
航
空
ビ
ル
の
外
観
に
は
〝
色
気
〞
が
あ

り
ま
し
た
。
地
下
に
は
映
画
館
が
あ
っ
て
、
小
学

生
の
私
は
祖
母
に
連
れ
ら
れ
、
ち
ょ
く
ち
ょ
く
出

か
け
た
も
の
で
す
。
ま
だ
ま
だ
テ
レ
ビ
が
珍
し
い

時
代
で
す
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
映
画
を
観
る
の
が
お
も

し
ろ
く
、
同
時
に
上
映
さ
れ
る
マ
キ
ノ
雅
弘
監
督

の
『
次
郎
長
三
国
志
』
な
ん
か
を
観
る
の
も
楽
し

み
で
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
映
画
で
一
世
を
風
靡
し
た

竹
脇
昌
作
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、『
次
郎
長
三
国

志
』
で
流
れ
る
広
沢
虎
造
の
名
調
子
は
、
今
で
も

耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。
航
空
ビ
ル
の
地
下
は
や
が

て
ウ
メ
地
下
に
吸
収
さ
れ
、
そ
こ
に
あ
っ
た
飲
食

店
街
の
何
軒
か
は
地
下
街
に
移
転
し
、
今
も
営
業

を
続
け
て
い
ま
す
。

　
ウ
メ
ダ
地
下
セ
ン
タ
ー
は
、
１
９
７
４
年
（
昭

和
49
年
）
に
コ
マ
通
り
の
北
端
か
ら
阪
急
梅
田
駅

と
を
結
ぶ
専
門
店
街
の
「
プ
チ
・
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
」

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
５
年
前
に
開
業

し
た
「
阪
急
三
番
街
」
と
も
つ
な
が
っ
て
地
下
の

ま
ち
は
さ
ら
に
広
域
に
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。
大
阪

人
は
〝
初
も
ん
食
い
〞
と
言
わ
れ
る
け
れ
ど
、〝
川

の
流
れ
る
街
〞
と
し
て
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
登

場
し
た
三
番
街
の
、
開
業
当
初
の
あ
の
大
混
雑
は

強
烈
で
し
た
。
今
で
は
地
下
の
ま
ち
に
川
が
流
れ

て
い
て
も
誰
も
驚
き
ま
せ
ん
。
ロ
ー
マ
の
ト
レ
ビ

の
泉
に
あ
や
か
っ
て
、
川
に
コ
イ
ン
が
投
げ
ら
れ

て
い
た
の
も
、
今
は
昔
の
出
来
事
で
す
。

　
大
阪
の
表
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ウ
メ
ダ
地
下

セ
ン
タ
ー
が
全
面
改
装
さ
れ
て
『
ホ
ワ
イ
テ
ィ
う

め
だ
』
に
改
称
し
た
の
は
１
９
８
７
年
（
昭
和
62

年
）
で
し
た
。
そ
の
後
も
デ
ィ
ア
モ
ー
ル
や
グ
ラ

ン
フ
ロ
ン
ト
な
ど
の
大
型
商
業
施
設
と
直
結
し
て

地
下
街
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先

も
、
大
阪
駅
前
の
区
画
整
理
や
阪
神
百
貨
店
の
全

面
改
装
な
ど
で
〝
白
い
ま
ち
〞
は
め
ま
ぐ
る
し
く

姿
か
た
ち
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
地
下
街
が
清
潔
に
、
美
し
く
な
る
の
は
素
敵
な

こ
と
。
し
か
し
、
か
つ
て
は
大
阪
の
風
物
と
ま
で

言
わ
れ
た
「
阪
神
ふ
る
さ
と
名
産
街
（
通
称
ア
リ

バ
イ
通
り
）」
が
消
え
、
終
戦
直
後
か
ら
60
年
以
上

も
営
業
を
続
け
た
老
舗
古
書
店
の
萬
字
屋
書
店
も
、

赤
提
灯
が
灯
る
「
ぶ
ら
り
横
町
」
も
つ
ぎ
つ
ぎ
消

え
て
〝
大
阪
ら
し
さ
〞
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
は
残
念
な
気
が
し
ま
す
。
ま
ち
に
も
色
気
が
必

要
、
だ
と
思
う
の
で
す
が…

…

。

古書店・萬字屋書店の店内

昭
和
か
ら
平
成
へ　

梅
田
地
下
街
の
移
ろ
い

現
代
に
残
る
、
か
つ
て
の
名
残

ま
ち
の
記
憶

１
９
７
０
年
の
梅
田
地
下
街

ウ
メ
地
下
に
反
戦
フ
ォ
ー
ク
が
響
く

【井上 彰】
昭和 24 年生まれ。キタを舞台にした伝説の
フリーペーパー「あるっく」の編集・発行
人。取材、執筆、編集、広告営業のみなら
ず、果ては自転車に乗ってポスティングま
でこなしたスーパーエディター。「あるっ
く」はやがて「天満人」に発展し、発売１
ヶ月で初版 3,000 部を完売するも、平成７
年に惜しまれつつ休刊。その後イタリア風
食堂『祭屋梅の助』を５年間続け、平成 27
年３月にリセット。生き方を整理しながら
『天満人』の続編発行を計画中。

【祭屋 梅の助】
大阪市北区天神橋 1-14-8
tel.090-3058-8947
夜のみ完全予約の社交場。詳しくはお問い合
わせを。

祭
屋
梅
の
助

井
上
彰

阪神ふるさと名産街にあった　老舗古書店の萬字屋書店 阪急航空ビル
地下鉄御堂筋線改札前
の広場（通路）
タイル張りの円柱に張
られた号外に見入る通
行人

新宿西口のフォークゲリラ

映画『家族』のポスター

かつての阪神ふるさと名産街（通称・アリバイ通り）

白
い
ま
ち
へ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
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中之島 渡辺橋 大江橋

北新地

南森町

中崎町

東梅田

西梅田

阪神
梅田

中津

中津

梅田
扇町

天六

天満

大阪
天満宮天満宮

なにわなにわ
橋

JR
大阪駅

阪急
梅田

目
線
の
先
に
は
淀
川
大
堰
。

淀
川
を
望
む
よ
う
に
建
て
ら
れ
た
銅
像
の
台
座
に
は

「
工
學
博
士
沖
野
忠
雄
君
之
像
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
の

横
に
据
え
ら
れ
た
碑
文
を
見
る
と
、
こ
の
像
が
１
９

３
５
年
（
昭
和
10
年
）
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
、
第
二

次
世
界
大
戦
で
失
わ
れ
た
こ
と
、
１
９
７
９
年
（
昭

和
54
年
）
に
再
建
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

銅
像
を
再
建
？　
よ
ほ
ど
の
強
い
思
い
が
な
け
れ
ば

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。
再
建
し
て
ま
で
後
世
に

残
し
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
沖
野
氏
と
は
、

ど
ん
な
人
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？　
そ
し
て
、
碑

文
に
あ
る
、
銅
像
を
建
て
た
「
後
輩
」
と
は
、
ど
ん

な
人
た
ち
な
の
で
し
ょ
う
か
？

国
土
交
通
省
淀
川
河
川
事
務
所
に
て
、
お
話
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

沖
野
忠
雄
氏
は
、
１
８
５
４
年
（
安
政
元
年
）、
現
在

の
兵
庫
県
豊
岡
市
に
生
ま
れ
、
１
８
７
０
年
（
明
治

３
年
）
年
に
藩
の
貢
進
生
（
現
在
の
特
待
生
の
よ
う

な
も
の
）
と
し
て
大
学
南
校
（
現
在
の
東
京
大
学
）

に
入
学
し
、
在
学
中
に
政
府
に
よ
る
留
学
生
と
し
て

フ
ラ
ン
ス
に
派
遣
さ
れ
土
木
工
学
を
修
め
た
俊
才
で

す
。
後
年
、
内
務
省
土
木
局
技
師
と
な
り
、
１
９
１

１
年
（
明
治
44
年
）
に
は
、
内
務
省
技
監
と
い
う
、

技
術
者
の
ト
ッ
プ
に
ま
で
登
り
つ
め
ま
す
。

沖
野
氏
が
活
躍
し
た
明
治
初
期
、
全
国
の
大
河
川
は

氾
濫
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
当
時
の
日

本
に
お
け
る
治
水
技
術
は
ま
だ
ま
だ
後
進
的
で
、
日

本
政
府
が
招
聘
す
る
外
国
人
技
術
者
に
指
導
を
仰
ぐ
、

揺
籃
期
で
し
た
。
そ
ん
な
な
か
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
学

し
治
水
技
術
を
学
ん
だ
沖
野
氏
は
、
外
国
人
技
術
者

に
頼
ら
な
い
日
本
の
治
水
技
術
を
確
立
し
た
人
で
あ

り
、
全
国
の
主
要
河
川
の
治
水
事
業
の
ほ
と
ん
ど
は
、

彼
の
裁
断
を
仰
い
だ
と
い
い
ま
す
。
そ
ん
な
沖
野
氏

の
輝
か
し
い
功
績
は
、淀
川
治
水
に
結
実
し
ま
す
。「
近

代
淀
川
の
河
川
整
備
の
礎
を
つ
く
っ
た
人
」
で
あ
り
、

今
日
、私
た
ち
が
見
て
い
る
淀
川
の
姿
を
つ
く
っ
た
人
、

で
も
あ
る
の
で
す
。

淀
川
の
改
修
事
業
は
、
１
８
８
５
年
（
明
治
18
年
）

に
枚
方
市
伊
加
賀
で
淀
川
の
堤
防
が
決
壊
、
大
水
害

が
起
こ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

全
国
の
河
川
事
業
の
な
か
で
、
費
用
面
で
も
工
事
規

模
の
面
で
も
こ
の
淀
川
の
事
業
を
超
え
る
も
の
は
、

そ
う
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。

沖
野
氏
は
計
画
立
案
か
ら
現
場
の
陣
頭
指
揮
ま
で
か

か
わ
り
、
完
成
間
近
ま
で
事
業
を
主
導
し
ま
し
た
。

そ
の
影
響
は
今
も
続
い
て
お
り
、「
現
在
の
淀
川
水
系

の
河
川
整
備
は
沖
野
氏
の
指
導
を
発
展
さ
せ
た
も
の

で
、
そ
の
代
表
的
な
構
造
物
は
瀬
田
川
洗
堰
と
毛
馬

周
辺
に
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
」。
な
か
で
も
、
銅
像
建

立
の
地
に
選
ば
れ
た
毛
馬
は
、「
特
に
高
度
な
技
術
を

必
要
と
し
て
い
て
、
規
模
が
大
き
か
っ
た
」
の
だ
そ

う
で
す
。

銅
像
が
建
て
ら
れ
た
１
９
３
５
年
（
昭
和
10
年
）
は
、

淀
川
改
修
事
業
が
完
結
し
た
年
で
あ
り
、
碑
文
に
あ

る
「
後
輩
」
と
は
、建
設
省
関
係
者
、大
阪
府
、大
阪
市
、

水
防
管
理
団
体
と
い
っ
た
河
川
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
人
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
再
建
さ
れ

た
１
９
７
９
年
（
昭
和
54
年
）
は
、
淀
川
改
修
１
０

０
周
年
記
念
の
年
で
し
た
。
沖
野
氏
は
、
淀
川
に
大

き
な
改
修
が
あ
る
た
び
に
思
い
出
さ
れ
る
、「
淀
川
河

川
事
務
所
に
と
っ
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
人
」
な
の

だ
そ
う
で
す
。
１
９
２
１
年
（
大
正
10
年
）
に
68
歳

で
亡
く
な
っ
た
沖
野
氏
で
す
が
、
銅
像
は
、
彼
が
今

も
淀
川
河
川
事
業
の
主
人
公
で
あ
り
続
け
て
い
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。（
毬
）

大
阪
富
国
生
命
ビ
ル
４
階
に
あ
る
「
ア
サ
ヒ
ラ
ボ
ガ
ー
デ
ン
」
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
壁
一
面
に
は
食
と
健
康
に
ち
な
ん
だ
書
籍
、
絵
本
、
雑
誌
が
並
び
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
し
た
机
と
椅
子
が
あ
る
の
で
、
予
定
の
合
間
の
休
憩
や
待
ち
合
わ
せ
に
使
え
ま
す
。

ち
ょ
こ
っ
と

ち
ょ
っ
と

第
五
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司
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と
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司
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キ
タ
のキ

タ
の　

み
や
げ

え

え
も
ん

手

お
店
の
引
き
戸
を
開
け
て
声
を
か
け
る
と
、
奥
か
ら

「
は
〜
い
」
と
笑
顔
で
出
て
く
る
四
代
目
女
将
さ
ん
。

厨
房
で
は
、
四
代
目
さ
ん
が
黙
々
と
お
寿
司
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
。
大
阪
天
満
宮
の
門
前
地
域
は
〝
天
満

の
田
舎
〞
と
い
わ
れ
る
古
い
ま
ち
。
そ
の
な
か
で
も

特
に
都
会
と
異
に
す
る
の
が
、
天
満
鮓
直
さ
ん
。
建

物
は
戦
後
の
焼
け
野
原
に
建
て
た
昔
な
が
ら
の
町
屋

の
ま
ま
、
自
宅
兼
お
店
の
の
れ
ん
を
く
ぐ
れ
ば
、
土

間
が
続
き
厨
房
へ
。
奥
に
へ
っ
つ
い
さ
ん
と
ち
ゃ
ぶ
台
、

窓
の
向
こ
う
に
は
中
庭
、
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
よ
う
な
空
間
が
ひ
ろ
が
り
ま
す
。
土
間
の
厨
房
は
、

冬
と
も
な
る
と
、
底
冷
え
が
し
て
屋
内
で
も
白
い
息

が
出
る
そ
う
で
す
。「
こ
の
家
な
の
で
、
子
ど
も
た
ち

は
ど
こ
の
子
よ
り
も
寒
さ
に
強
く
、
元
気
で
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
。
冬
場
に
よ
そ
の
お
子
さ
ん
は
泊
ま

っ
て
も
ら
え
な
い
で
す
け
ど…

」
と
笑
い
な
が
ら
話

さ
れ
る
仲
の
い
い
ご
夫
婦
で
す
。

天
満
鮓
直
と
い
え
ば
鯖
松
前
寿
司
が
有
名
。
鯖
・
米
・

昆
布
・
薪
、
す
べ
て
地
元
中
心
に
決
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
仕
入
れ
ま
す
。
鯖
は
い
い
も
の
が
入
ら
な
け
れ
ば

つ
く
り
ま
せ
ん
。
昆
布
を
剥
く
職
人
さ
ん
が
減
っ
て

入
手
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で

も
妥
協
せ
ず
い
い
も
の
を
提
供
す
る
姿
勢
は
、
半
端

な
こ
だ
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
な
い
四
代
目
さ
ん
だ
か
ら
、
業
者
さ
ん
も
協
力

し
て
く
だ
さ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
そ
う
い
う
思
い
で

つ
く
っ
た
、
き
ら
き
ら
と
虹
色
に
輝
く
鯖
と
、
へ
っ

つ
い
さ
ん
に
薪
を
く
べ
て
炊
い
た
つ
や
つ
や
も
ち
も

ち
の
寿
司
飯
は
、
こ
こ
で
し
か
味
わ
え
ま
せ
ん
。
こ

の
他
に
も
手
間
を
か
け
た
具
材
で
つ
く
る
、
お
寿
司

の
懐
石
と
も
い
わ
れ
る
箱
寿
司
も
ぜ
ひ
、
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
一
品
で
す
。
お
寿
司
は
生
き
て
い
る

食
べ
も
の
、
人
と
同
じ
心
地
よ
い
温
度
を
好
む
そ
う
。

夏
は
エ
ア
コ
ン
の
効
い
た
涼
し
い
と
こ
ろ
、
冬
は
暖

か
い
お
部
屋
に
置
く
の
が
い
い
そ
う
で
す
。
く
れ
ぐ

れ
も
冷
蔵
庫
保
存
は
し
な
い
よ
う
に
。

老
舗
な
の
で
、
出
店
の
お
話
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。

「
味
を
守
る
に
は
人
に
は
任
せ
ら
れ
な
い
」
と
四
代
目

さ
ん
。
家
業
を
継
ぐ
と
考
え
た
こ
と
も
な
く
、
ご
く

自
然
に
こ
の
道
に
入
っ
た
四
代
目
さ
ん
は
、
伝
統
と

自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
崩
さ
な
い
職
人
さ
ん
で
す
。
こ

こ
の
魅
力
は
四
代
目
さ
ん
が
つ
く
る
お
い
し
い
お
寿

司
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

鮓
直
は
店
内
で
の
飲
食
は
で
き
ま
せ
ん
。
お
持
ち
帰

り
専
門
店
、
注
文
し
て
か
ら
で
き
あ
が
る
ま
で
、
上

り
框
に
腰
を
か
け
て
眺
め
る
店
内
の
飾
り
つ
け
は
、

女
将
さ
ん
が
季
節
に
合
わ
せ
て
装
飾
さ
れ
て
い
ま
す
。

茶
道
・
華
道
・
書
道
な
ど
日
本
の
伝
統
文
化
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
る
女
将
さ
ん
な
ら

で
は
の
、
温
か
い
心
地
よ
さ
を
感
じ
る
空
間
で
す
。

「
作
法
を
な
に
も
知
ら
な
か
っ
た
ら
、
ゆ
っ
く
り
楽
し

む
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
日
本
文
化
に
触

れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
少
し
で
も
伝
え
ら
れ

た
ら
う
れ
し
く
て
」
と
優
し
い
笑
顔
で
お
話
す
る
女

将
さ
ん
で
し
た
。

寒
く
て
不
便
な
家
で
も
、
生
ま
れ
育
っ
た
家
に
は
愛

着
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
へ
っ
つ
い
さ
ん
の
職
人

や
大
工
さ
ん
が
い
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か

ら
の
維
持
が
大
変
な
の
だ
そ
う
で
す
。

天
満
鮓
直
。
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ぬ
味
と
お
も
て
な

し
の
心
を
添
え
て
、
い
つ
で
も
温
か
く
迎
え
て
く
れ

る
ほ
っ
こ
り
す
る
落
ち
着
く
空
間
は
、〝
天
満
の
宝
〞

で
す
。

（
ミ
リ
ち
ゃ
ん
）

西
梅
マ
ン
や
ら

新
20
系
や
ら

あ
く
ま
く
ん
や
ら

西
梅
マ
ン
や
ら

新
20
系
や
ら

あ
く
ま
く
ん
や
ら

京
都
に
は
「
只
本
屋
」、
東
京
に
は
「
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ　
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ　
Ｐ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
」、
そ
し
て
大
阪
に
は
「
は
っ
ち
」
が
あ
る
！
は
ち
み
つ
と
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
お
店
「
は
っ
ち
」
は
梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
の
ご
近
所
、
中
津
５
丁
目
に
あ
り
ま
す
。
毎
週
木
曜
日
開
店
、
本
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

ち
ょ
こ
っ
と

ち
ょ
っ
と

北
区

工
學
博
士
沖
野
忠
雄
君
之
像

駅　探
えきたん

西梅田
Nishi-Umeda

四Y11
「
西
梅
田
。
二
週
目
だ
。
な
ん
か
似
て
る…

。」

「
把
瑠
都…

。Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ…

。な
ん
か
似
て
る…

。」

「
ぶ
ら
り
ウ
ォ
ー
ク…

。
炙
り
ポ
ー
ク…

。
な
ん
か
似

て
る…

。」

「
お
し
ど
り
。
お
し
ぼ
り
。
な
ん
か
似
て
る…

。」

「
師
走…

。
市
バ
ス…

。
な
ん
か
似
て
る…

。」

「
タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス…

。
て
る
て
る
坊
主…

。
な
ん
か

似
て
る…

。」

西
梅
田
駅
地
下
通
路
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
に
貼
り

出
さ
れ
て
い
る
「
月
刊
!?
に
し
う
め
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
「
駅
員
の
つ
ぶ
や
き
コ
ー
ナ
ー
笑
」

に
は
、
こ
ん
な
シ
ュ
ー
ル
な
ダ
ジ
ャ
レ
が
、
毎
回
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

真
面
目
な
お
知
ら
せ
が
メ
イ
ン
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
だ
け
れ
ど
も
、
こ
の
シ
ュ
ー
ル
な
ダ
ジ
ャ
レ
の
せ

い
で
す
べ
て
が
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
、
メ
イ
ン
の
記

事
が
ま
っ
た
く
頭
に
入
っ
て
こ
な
い
。
ま
っ
た
く
、

腹
が
立
っ
て
し
ょ
ー
が
な
い
。
毎
回
毎
回
掲
載
さ
れ

る
の
で
、
シ
ュ
ー
ル
で
す
ら
あ
る
。
止
め
る
人
は
い

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？　
今
で
は
毎
回
期
待
し
て

し
ま
う
自
分
が
い
て
、そ
の
中
毒
性
は
計
り
知
れ
な
い
。

な
ん
な
ん
だ
こ
れ
は
。

だ
い
た
い
、
西
梅
田
駅
の
Ｃ
Ｓ
活
動
は
、
ち
ょ
っ
と

お
か
し
い
。「
西
梅
マ
ン
」
と
「
西
梅
ち
ゃ
ん
」
の
み

な
ら
ず
、ガ
ン
ダ
ム
チ
ッ
ク
な
「
西
梅
ロ
ボ
」
や
「
あ

く
ま
く
ん
」
ま
で
存
在
す
る
。「
あ
く
ま
く
ん
」
て
、

な
に
よ
？　
そ
れ
に
、
お
の
お
の
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
無
駄
に
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
い
の
で
あ
る
。

と
い
う
わ
け
で
、こ
の
た
だ
な
ら
ぬ
事
態
を
前
に
し
て
、

直
接
お
話
を
お
聞
き
し
た
の
だ
っ
た
。

「
交
通
局
内
で
Ｃ
Ｓ
推
進
所
属
の
募
集
が
あ
り
、
そ
れ

に
応
募
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

も
そ
の
一
環
で
つ
く
り
ま
し
た
」「
西
梅
マ
ン
は
正
義

の
味
方
、
西
梅
ち
ゃ
ん
は
モ
モ
レ
ン
ジ
ャ
ー
的
な
役

割
で
、
西
梅
ロ
ボ
は
最
強
に
し
て
最
後
の
切
り
札
で

す
！　
駆
け
込
み
乗
車
や
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
、
喫
煙

な
ど
を
悪
者
に
見
立
て
て
、
戦
隊
モ
ノ
で
や
っ
つ
け

る
と
い
う
か
ん
じ
で
す
」。
た
し
か
に
、
西
梅
ロ
ボ
は

強
そ
う
で
あ
る
。
ま
ず
最
初
に
、
西
梅
マ
ン
が
注
意

喚
起
す
る
わ
け
で
す
ね
？
と
、
話
に
乗
っ
か
っ
て
み

る
と
、
そ
う
で
す
！
と
胸
に
つ
け
た
名
札
を
見
せ
て

く
れ
る
駅
員
さ
ん
。
な
ん
と
そ
こ
に
は
、
西
梅
マ
ン

が
！　
徹
底
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
各
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
造
形
の
ク
オ
リ

テ
ィ
が
高
い
の
は
、
な
ぜ
な
の
か
？　
外
注
？　
「
い

や
い
や
、
自
前
で
手
づ
く
り
で
す
よ
」。

お
聞
き
す
る
と
、
ニ
ュ
ー
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
も
駅
員
さ
ん
た
ち
の
立
案
・
製
作
だ
と
か
。

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
四
つ
橋
線
開
通
50
周
年

の
昨
年
、
切
符
の
パ
ン
チ
屑
（
約
15
万
粒
！
）
で
つ

く
ら
れ
た
、
点
描
画
の
よ
う
な
ア
ー
ト
作
品
で
あ
る
。

約
３
０
０
時
間
を
か
け
て
、
新
20
系
の
雄
姿
が
描
か

れ
た
こ
の
作
品
は
、
度
肝
を
抜
く
。
そ
の
労
力
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
作
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
と
ん
で
も

な
く
高
い
。

ど
う
や
ら
、
芸
術
や
ユ
ー
モ
ア
に
秀
で
た
才
能
の
持

ち
主
た
ち
が
、西
梅
田
駅
に
は
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

る
よ
う
な
の
だ
。
そ
ん
な
西
梅
田
駅
は
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
負
け
じ
と
駅
員
さ
ん
た
ち
も
、
が
ん
ば
っ
て

い
る
。
モ
ッ
ト
ー
は
「
笑
顔
と
親
切
」。
ぜ
ひ
、
ユ
ー

モ
ア
と
ア
ー
ト
も
加
え
て
ほ
し
い
西
梅
田
駅
で
あ
る
。

（
ル
イ
ス
）

今
回
は
、
建
築
コ
ン
ペ
向
け
の
模
型
や
マ
ン
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
あ
る
模
型
な
ど
、
精
度
と
正
確
さ
を

求
め
ら
れ
る
模
型
を
は
じ
め
、
研
究
開
発
関
連
や
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
な
ど
の
広
告
宣
伝
関
連
と
、
多
岐
に
わ
た
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
建
築
物
や
立
体
物
を
「
模
型
」
で

表
現
す
る
会
社
で
あ
る
、
本
庄
西
三
丁
目
の
（
株
）

西
日
本
模
型
代
表
取
締
役
・
田
村
寛
人
さ
ん
に
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

昭
和
33
年
（
１
９
５
８
年
）
に
北
区
芝
田
二
丁
目
で

創
業
。
そ
の
後
業
務
拡
大
と
と
も
に
、
大
淀
区
（
現
・

北
区
）
豊
崎
、
そ
し
て
平
成
３
年
（
１
９
９
１
年
）

に
現
在
の
本
庄
西
三
丁
目
に
移
転
し
て
き
ま
し
た
。

英
文
社
名
が
「
Ｎ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
　
Ｎ
ｉ
ｈ
ｏ
ｎ
　
Ｍ
ｏ

ｄ
ｅ
ｌ
　
Ｆ
ａ
ｂ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
ｓ’

Ｉ
ｎ
ｃ
」。

「
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
タ
ー
」
と
は
直
訳
で
「
製
作
者
」
で

あ
り
、
モ
ノ
づ
く
り
の
最
前
線
を
走
ら
ん
と
す
る
気

概
を
感
じ
さ
せ
る
英
文
社
名
で
す
。

二
次
元
の
図
面
か
ら
三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
立
体
の
デ
ー

タ
を
作
成
し
、
加
工
機
や
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
立
体

物
を
出
力
。
最
後
は
、「
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
タ
ー
」
が
精

度
を
求
め
ら
れ
る
仕
上
げ
を
お
こ
な
い
、
模
型
を
完

成
さ
せ
ま
す
。

実
際
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の
模
型
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た

の
で
す
が
、
カ
タ
ロ
グ
や
チ
ラ
シ
、
映
像
な
ど
で
は

表
現
で
き
な
い
、
模
型
な
ら
で
は
の
訴
求
力
を
感
じ

ま
し
た
。

田
村
さ
ん
は
、
モ
ノ
づ
く
り
は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

だ
と
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
た
だ
技
術
革
新
や
新
し
い

と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
技
術
の
熟
練
や
、
世
の
中

と
顧
客
の
要
望
を
つ
か
み
、
個
人
や
チ
ー
ム
、
会
社

の
技
術
力
を
結
合
し
て
生
み
出
す
も
の
だ
」

と
言
い
ま
す
。
時
代
や
世
の
中
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
変
化
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
な
か
に
あ
っ
て
は
、
近
年
の
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
導
入
は
、
従
業
員
に
と
っ

て
も
会
社
に
と
っ
て
も
最
大
の
刺
激
が

あ
っ
た
そ
う
で
、
さ
ら
に
い
ろ
い
ろ
な
可

能
性
に
精
進
し
た
い
と
、
田
村
さ
ん
は
語

り
ま
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
本
庄
西
と
い
う
市
街
地
で
の
モ
ノ

づ
く
り
の
た
め
、
木
工
粉
塵
や
有
機
溶
剤

の
ミ
ス
ト
飛
散
や
異
臭
防
止
の
た
め
の
公

害
防
止
装
置
を
自
社
で
開
発
し
、
用
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
近
所
の
本
庄
公
園
の
清

掃
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
に
密
着
し
た
企

業
づ
く
り
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

本
庄
西
で
発
見
し
た
モ
ノ
づ
く
り
の
最
前

線
は
、
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
て

い
き
、
さ
ら
に
時
代
を
先
取
り
で
き
る
企

業
だ
と
感
じ
ま
し
た
。（
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｎ
）
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２
０
１
１
・
３
・
11
、
東
日
本
大
震
災
。
太
平
洋

沖
を
震
源
と
す
る
観
測
史
上
最
大
の
地
震
は
、
巨

大
な
津
波
を
発
生
さ
せ
、
東
北
地
方
の
沿
岸
部
を

中
心
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
、
多
く
の
尊
い
命

を
奪
い
ま
し
た
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
は
全
電
源
を
喪
失
、
原
子
炉
の
冷
却
が
で
き

な
く
な
り
、
１
号
炉
、
２
号
炉
、
３
号
炉
が
メ
ル

ト
ダ
ウ
ン
。
大
量
の
放
射
性
物
質
の
漏
洩
を
伴
う

過
去
最
悪
と
も
い
え
る
原
子
力
発
電
所
事
故
に
発

展
し
、
い
ま
だ
に
事
態
の
収
束
の
め
ど
は
立
っ
て

い
な
い
状
況
で
す
。

２
０
１
２
年
か
ら
は
「
帰
還
困
難
区
域
」
や
「
居

住
制
限
区
域
」
が
設
定
さ
れ
、
原
発
の
周
辺
地
域

を
中
心
に
、
住
民
の
避
難
は
長
期
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、国
が
定
め
る
そ
の
よ
う
な
地
域
に
か
ぎ
ら
ず
、

放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
は
人
々
の
生
活
の
身
近

に
あ
り
、
人
々
の
生
活
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
状
況
下
で
、
住
め
な
い
地
域
の
外
側
に

暮
ら
す
人
の
な
か
に
も
、
自
ら
の
判
断
に
よ
り
福

島
を
離
れ
、
避
難
を
続
け
て
い
る
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
自
分
自
身
と
愛
す
る
家
族
の
た
め
に
、

福
島
で
働
く
夫
と
離
れ
、
大
阪
で
母
子
避
難
生
活

を
送
り
な
が
ら
、
国
と
東
京
電
力
を
相
手
取
り
、

関
西
地
域
に
避
難
し
て
い
る
被
災
者
に
よ
る
「
原

発
賠
償
関
西
訴
訟
」
の
原
告
団
代
表
と
し
て
も
活

動
さ
れ
て
い
る
、
森
松
明
希
子
さ
ん
に
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。

金
曜
の
朝
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、
旦
那
さ
ん
と
幼

稚
園
の
プ
レ
ス
ク
ー
ル
に
通
う
３
歳
の
長
男
を
送

り
出
し
た
あ
と
、
マ
マ
友
た
ち
と
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
、
お
昼
頃
に
帰
宅
し
た
森
松
さ
ん
。
遅
め

の
昼
食
を
と
り
、
育
児
日
記
を
つ
け
な
が
ら
、
生

後
５
ヶ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
と
き
、
14
時
46
分
が
訪

れ
ま
す
。

「
ゴ
ー
ッ
と
い
う
音
が
し
て
、
ユ
ラ
ユ
ラ
っ
と
揺
れ

だ
し
ま
し
た
」。
大
学
生
の
頃
に
阪
神
淡
路
大
震
災

を
経
験
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
最
初
は
、「
結

構
大
き
い
け
ど
、
地
震
の
経
験
が
あ
る
か
ら
大
丈

夫
」
と
悠
長
に
構
え
て
い
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

す
ぐ
に
収
ま
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
揺
れ
は
予

想
に
反
し
て
一
向
に
収
ま
ら
ず
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱

っ
こ
し
て
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
。「
あ
ま
り

に
も
長
く
続
く
の
で
、
地
震
で
は
な
く
テ
ロ
か
な

に
か
別
の
事
件
じ
ゃ
な
い
か
と
も
思
い
ま
し
た
」

「
ま
る
で
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
の
よ
う
に
鍋
や
電
子

レ
ン
ジ
が
部
屋
に
飛
び
出
し
、
本
が
た
く
さ
ん
入

っ
た
本
棚
や
食
器
が
詰
ま
っ
た
食
器
棚
な
ど
、
大

人
２
、
３
人
で
も
持
ち
上
げ
ら
れ
な
い
く
ら
い
重

い
も
の
が
、
壁
か
ら
離
れ
て
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
自

分
に
迫
っ
て
き
た
ん
で
す
。
あ
ー
、
私
は
な
に
か

の
下
敷
き
に
な
っ
て
死
ぬ
ん
だ
な
。
と
、
自
分
の

命
の
危
機
を
感
じ
た
の
は
こ
の
と
き
が
初
め
て
で

し
た
」
と
、
地
震
の
大
き
さ
と
そ
の
と
き
の
恐
怖

を
語
ら
れ
ま
す
。
自
分
の
命
の
危
機
に
直
面
し
、「
娘

だ
け
は
助
け
な
け
れ
ば
と
思
い
、
誰
か
見
つ
け
て
！

と
い
う
想
い
で
、
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
娘
を
入
れ
ま

し
た
」「
５
ヶ
月
の
娘
は
ま
だ
な
に
も
わ
か
ら
な
い

の
で
、
揺
れ
も
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
入
れ
て
も
ら
う

の
も
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
感
じ
、
キ
ャ
ッ

キ
ャ
と
喜
ん
で
笑
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
ね
」
と
、

今
と
な
っ
て
は
明
る
く
笑
い
話
の
よ
う
に
語
る
森

松
さ
ん
で
す
が
、
そ
の
当
時
の
恐
怖
や
、
母
と
し

て
子
ど
も
を
守
り
た
い
と
い
う
強
い
想
い
が
、
言

葉
の
端
々
か
ら
感
じ
ら
れ
ま
す
。

揺
れ
の
収
ま
っ
た
家
の
な
か
は
瓦
礫
の
山
。
そ
の

う
え
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
給
水
タ
ン
ク
が
破
裂
し
、

水
浸
し
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
生
後
５
ヶ
月
の
娘

す
る
よ
り
も
、
水
を
飲
む
と
き
こ
そ
が
大
き
な
決

断
で
し
た
」
と
、
森
松
さ
ん
。
愛
す
る
子
ど
も
や

自
分
の
命
の
た
め
に
、
悪
い
と
わ
か
っ
て
い
る
も

の
を
選
択
す
る
し
か
な
か
っ
た
現
実
を
前
に
、
受

け
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
く
ら
い
の
辛
さ
や
苦

し
さ
を
知
り
、
胸
が
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。

さ
ん
を
濡
ら
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
余
震
が
来

た
ら
逃
げ
ら
れ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

気
持
ち
で
、
首
が
座
っ
て
い
る
こ
と
を
祈
り
な
が

ら
娘
さ
ん
を
お
ん
ぶ
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
８
階
か

ら
非
常
階
段
を
駆
け
下
り
た
と
言
い
ま
す
。
ま
さ

に
母
は
強
し
で
す
。
旦
那
さ
ん
や
幼
稚
園
に
行
っ

て
い
た
息
子
さ
ん
な
ど
、
家
族
全
員
が
無
事
に
集

ま
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
そ
の
日
の
夜
の
こ
と

で
し
た
。

そ
の
日
か
ら
、
森
松
さ
ん
家
族
は
、
旦
那
さ
ん
の

勤
務
先
だ
っ
た
病
院
に
避
難
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
病
院
に
は
救
援
物
資
な
ど
が
届
か
な
い
た
め
、

最
初
は
食
べ
る
も
の
も
な
く
本
当
に
サ
バ
イ
バ
ル

だ
っ
た
と
の
こ
と
。
で
も
、
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水

が
出
る
環
境
と
、
電
気
が
確
保
さ
れ
て
い
た
の
は

あ
り
が
た
か
っ
た
そ
う
。
待
合
室
の
テ
レ
ビ
で
津

波
の
甚
大
な
被
害
や
原
発
事
故
を
知
り
、
夜
に
は

旦
那
さ
ん
と
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る
震
災
関
連
の
ニ

ュ
ー
ス
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
て
い
た
と
言
い
ま

す
。
原
発
事
故
の
深
刻
さ
を
知
り
、
放
射
性
物
質

の
飛
散
を
示
す
円
が
ど
ん
ど
ん
ひ
ろ
が
り
、「
原
発

か
ら
60
キ
ロ
離
れ
た
こ
こ
も
時
間
の
問
題
だ
な
」

と
恐
怖
を
感
じ
な
が
ら
も
、「
原
発
に
近
い
と
こ
ろ

か
ら
順
に
、
政
府
が
避
難
バ
ス
を
出
し
て
く
れ
る

は
ず
。
人
間
は
理
性
の
あ
る
生
き
物
な
の
で
、
み

ん
な
が
合
理
的
に
動
け
ば
自
分
も
助
か
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
落
ち
着
こ
う
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」
と
、冷
静
に
振
る
舞
お
う
、

振
る
舞
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
当
時
の

心
境
を
話
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、「
被
爆
の
恐
ろ
し
さ
は
広
島
・
長
崎
の
話
か

ら
知
っ
て
い
て
も
、
そ
の
対
処
の
仕
方
が
ま
っ
た

く
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
」
と
も
。
原
発
を
数
多
く

保
有
す
る
国
で
あ
り
な
が
ら
、
事
故
が
あ
っ
た
と

き
の
対
策
や
放
射
性
物
質
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か

と
い
う
こ
と
に
、
私
た
ち
は
ど
れ
だ
け
無
知
な
の

か
と
い
う
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
、
わ
か
ら
な
い
、
見
え
な
い
恐
怖
に
直
面

し
な
が
ら
、
避
難
生
活
が
３
週
間
を
迎
え
た
頃
、

東
京
の
浄
水
場
で
微
量
の
放
射
性
物
質
が
検
出
さ

れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
え
ら
れ
、瞬
時
に
、「
２

０
０
キ
ロ
離
れ
た
東
京
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
の
だ

か
ら
、
こ
っ
ち
で
影
響
が
出
て
い
な
い
わ
け
が
な

い
」
と
直
感
し
ま
す
。
案
の
定
、
次
の
日
に
は
県

内
の
浄
水
場
で
も
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
、〝
と

て
も
微
量
で
す
が
、
念
の
た
め
、
乳
幼
児
の
い
る

ご
家
庭
で
は
な
る
べ
く
水
道
水
を
飲
ま
な
い
で
く

だ
さ
い
〞
と
伝
え
る
テ
レ
ビ
キ
ャ
ス
タ
ー
の
言
葉

に
愕
然
と
し
た
と
い
う
森
松
さ
ん
。「
平
時
な
ら
水

も
お
茶
も
あ
る
け
ど
、
今
は
そ
れ
が
手
に
入
ら
ず
、

避
難
所
で
は
給
水
車
の
水
を
も
ら
い
に
行
く
生
活

で
す
。
病
院
で
は
、
水
道
水
が
出
る
こ
と
が
あ
り

が
た
く
、
命
の
水
だ
と
思
っ
て
飲
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
飲
む
な
と
言
わ
れ
て
も
、
他
に
飲
め
る
も

の
は
な
い
ん
で
す
。
あ
ん
な
酷
な
ニ
ュ
ー
ス
は
な

い
で
す
」。
食
料
も
ま
ま
な
ら
な
い
環
境
で
、
乳
飲

み
子
を
抱
え
な
が
ら
、
水
さ
え
飲
ん
で
い
れ
ば
母

乳
で
命
を
つ
な
げ
ら
れ
る
と
、
本
当
に
あ
り
が
た

く
感
じ
て
い
た
命
の
水
が
、
じ
つ
は
汚
染
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
と
き
の
シ
ョ
ッ
ク
は

計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

「
水
道
水
は
汚
染
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
飲
ま
な
い
ほ

う
が
い
い
よ
ね
」
と
問
い
か
け
、「
そ
う
だ
ね
」
と

旦
那
さ
ん
。「
で
も
、
飲
む
し
か
な
い
よ
ね
」
と
問

い
か
け
、「
そ
う
だ
ね
」
と
旦
那
さ
ん
。
そ
の
シ
ョ

ッ
ク
と
事
実
を
ひ
と
り
で
は
受
け
止
め
き
れ
ず
、

そ
の
日
の
夜
、
旦
那
さ
ん
と
交
わ
し
た
そ
ん
な
や

り
と
り
を
、
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
の
だ
そ

う
で
す
。「
短
い
会
話
で
す
が
、
私
た
ち
は
、
健
康

被
害
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
飲
む
し
か
な

い
と
い
う
決
断
を
し
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も

夫
婦
で
受
け
止
め
よ
う
と
い
う
決
意
の
会
話
で
し

た
」「
３
歳
の
息
子
に
も
、
毒
だ
と
わ
か
っ
て
い
て

も
水
を
飲
ま
す
し
か
な
く
、
子
ど
も
に
は
な
る
べ

く
い
い
も
の
を
与
え
て
あ
げ
た
い
と
い
う
親
の
心

理
か
ら
し
て
も
本
当
に
辛
く
、
母
子
避
難
を
決
断

震
災
か
ら
１
ヶ
月
が
経
っ
た
頃
、
ま
ち
は
復
興
に

向
け
て
動
き
だ
し
、「
が
ん
ば
ろ
う
！
　
東
北
」
な

ど
の
復
興
を
鼓
舞
す
る
言
葉
が
ま
ち
な
か
に
掲
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
な
か
、
森
松

た
く
さ
ん
の
人
へ
の
感
謝
を
、

私
の
体
験
や
直
面
し
た
問
題
を

社
会
に
伝
え
る
こ
と
で

お
返
し
し
て
い
き
た
い
。

聞
き
手
・
書
き
手
／
依
藤
智
子

撮
影
／
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

命
の
水
。
飲
ま
な
い
方
が
い
い
。

で
も
飲
む
し
か
な
い
。

外
か
ら
福
島
を
見
て
、
初
め
て
わ
か
っ
た

私
の
経
験
を
伝
え
る
こ
と
で
、

社
会
に
お
返
し
し
た
い

色
も
匂
い
も
な
く
、

肌
で
感
じ
る
こ
と
も
で
き
な
い
恐
怖

３
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た
く
さ
ん
の
人
々
の
人
生
を
変
え
た
日

さ
ん
家
族
も
家
を
新
た
に
借
り
直
し
、
３
歳
の
息

子
さ
ん
も
幼
稚
園
へ
。「
ま
ち
は
復
興
ム
ー
ド
一
色

で
、
放
射
性
物
質
の
影
響
も
小
さ
い
か
ら
大
丈
夫
、

と
い
う
情
報
だ
け
が
あ
り
、
福
島
で
そ
の
ま
ま
生

活
す
る
と
い
う
以
外
の
選
択
は
な
か
な
か
で
き
な

い
状
態
で
し
た
」
と
、
当
時
を
振
り
返
ら
れ
ま
す
。

復
興
ム
ー
ド
の
な
か
、
不
安
や
恐
怖
心
を
口
に
す

る
こ
と
に
よ
る
風
評
被
害
を
嫌
う
風
潮
と
、
放
射

性
物
質
に
関
す
る
本
当
の
情
報
が
少
な
い
な
か
、

安
全
だ
と
思
い
た
い
と
い
う
人
々
の
心
理
に
よ
っ

て
、
社
会
全
体
で
見
え
な
い
壁
を
築
い
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。
福
島
を
離
れ
る
家
族
は
神
経
質
扱
い

さ
れ
、〝
放
射
脳
〞
と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

と
言
い
ま
す
。「
放
射
性
物
質
は
、色
も
匂
い
も
な
く
、

肌
で
感
じ
る
こ
と
も
で
き
な
い
も
の
。
ベ
ク
レ
ル
、

シ
ー
ベ
ル
ト
と
い
う
単
位
す
ら
今
回
の
事
故
以
降

に
初
め
て
知
り
、
ど
ん
な
量
な
の
か
リ
ア
リ
テ
ィ

を
持
っ
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ん
で
す
」

「
子
ど
も
が
鼻
血
を
出
し
た
と
い
う
家
族
か
ら
、
県

外
に
出
て
い
き
ま
し
た
。
う
ち
の
子
は
鼻
血
は
出

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
夜
、
子
ど
も
の
寝
顔
を
見

な
が
ら
、
鼻
血
出
せ
、
と
祈
っ
て
ま
し
た
」
と
、

森
松
さ
ん
。
子
ど
も
の
変
調
が
あ
れ
ば
、
こ
の
状

況
を
抜
け
出
せ
る
理
由
に
な
る
と
い
う
思
い
か
ら
、

そ
ん
な
お
祈
り
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
子
ど
も
を
家
で
閉
じ
込

め
て
お
く
の
は
無
理
だ
と
思
い
、
関
西
に
帰
省
し
、

そ
の
と
き
初
め
て
外
か
ら
福
島
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
ま
と
も
な
人
間
の
暮
ら
し
は
こ
ち
ら

だ
と
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
。
公
園
で
自
由
に
遊

べ
る
環
境
が
子
ど
も
ら
し
い
生
活
で
、
そ
れ
を
心

配
し
な
く
て
い
い
の
が
普
通
な
の
に
、
そ
れ
に
気

付
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
」
ま
た
、「
関
西

の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
福
島
の
情
報
が
、
当
の
福

島
よ
り
も
関
西
の
ほ
う
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
に

愕
然
と
し
ま
し
た
」
と
、
森
松
さ
ん
。
福
島
で
は

学
校
再
開
や
仮
設
住
宅
な
ど
の
復
興
に
関
わ
る
ニ

ュ
ー
ス
が
多
く
、
原
発
事
故
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス

は
あ
ま
り
流
さ
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
復
興
ム

ー
ド
の
盛
り
上
が
り
の
裏
で
は
、
誰
も
が
見
え
な

い
も
の
へ
の
恐
怖
を
感
じ
な
が
ら
、
か
ぎ
ら
れ
た

情
報
と
な
に
が
正
解
か
も
わ
か
ら
な
い
な
か
、日
々
、

そ
れ
ぞ
れ
が
選
択
し
、
答
え
を
出
さ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
関
西
に
来
て
初
め
て
福

島
の
状
況
を
客
観
視
で
き
、
そ
の
ま
ま
、
関
西
で

の
母
子
避
難
を
決
め
た
と
言
い
ま
す
。

母
子
避
難
を
決
意
し
、
生
ま
れ
育
っ
た
関
西
に
戻

っ
て
き
た
森
松
さ
ん
は
、
口
は
き
つ
い
け
れ
ど
も

人
情
味
に
あ
ふ
れ
る
関
西
人
気
質
に
あ
ら
た
め
て

触
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
住
民
票
を
移
し
て
い

な
い
た
め
に
保
育
所
に
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
な
い

と
き
に
は
、
一
緒
に
区
役
所
に
か
け
合
っ
て
く
れ

た
人
が
い
ま
し
た
。「
す
ご
く
た
く
さ
ん
の
人
に
助

け
て
い
た
だ
い
た
。
５
年
経
っ
て
、
社
会
に
お
返

し
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
出
て
き
て
、
な
に
を

お
返
し
で
き
る
か
を
考
え
た
と
き
に
、
災
害
に
直

面
し
、
避
難
す
る
と
い
う
体
験
そ
の
も
の
が
社
会

的
資
源
だ
と
気
付
き
、
今
回
の
体
験
や
直
面
し
て

い
る
問
題
を
社
会
に
活
か
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

伝
え
る
こ
と
で
お
返
し
し
て
い
き
た
い
」「
な
に
が

よ
か
っ
た
の
か
、
な
に
が
足
り
な
か
っ
た
の
か
、

制
度
と
し
て
な
に
が
必
要
な
の
か
。
一
番
わ
か
っ

て
い
る
当
事
者
こ
そ
が
、
そ
の
よ
う
な
提
言
が
で

き
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
、

活
動
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
社
会
に
お
返
し
で

き
る
こ
と
は
、そ
う
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
く
こ
と
」。

自
分
の
体
験
を
通
し
て
、
情
報
の
大
切
さ
を
痛
感

し
た
か
ら
こ
そ
、
本
当
に
必
要
な
こ
と
を
、
あ
り

の
ま
ま
の
体
験
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
語
り
ま
す
。

ご
く
普
通
の
主
婦
生
活
を
送
っ
て
い
た
森
松
さ
ん

は
、
震
災
か
ら
の
体
験
を
通
じ
て
、
本
当
の
こ
と

を
知
る
、
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
と

言
い
ま
す
。
今
回
話
し
て
い
た
だ
い
た
「
命
の
水

の
話
」
も
、
森
松
さ
ん
に
お
話
を
聞
く
ま
で
は
想

像
も
で
き
な
い
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、
福
島
で
は
、
５
年
経
っ
た
今
で
も
命
に

関
わ
る
選
択
の
日
々
が
強
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

事
実
を
知
り
、
向
き
合
い
、
と
も
に
考
え
る
こ
と
。

そ
ん
な
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
私
た
ち
が
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。（
終
）

彼
女

キ
タ

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

と

の

第
七
回

「
東
日
本
大
震
災
避
難
者
の
会 T

h
an
k
s 

＆ D
ream

（
通
称
／
サ
ン
ド
リ
）」
代
表

森
松
明
希
子
さ
ん
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